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小児用肺炎球菌ワクチンおよびヒブワクチン接種の一時的見合わせについて

「第２期青少年・子ども議会」の活動結果をお知らせします

北海道日本ハムファイターズ　美唄市民応援デー

粗大ごみ収集のお知らせ

こんなときは国民年金の届け出を
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主な内容

広 報

美しき唄のまち

B
ibai City  60th Anniversa

ry

３月11日発生の東北地方太平洋沖地震について

美唄女性会と市共催の｢ひな祭り会｣が商工会議所２階で行われました。紙芝居の読み聞かせや色紙などを使ったかわいい

おひなさまを作ったあと、女性会の皆さんによる手作りの桜もちやカップケーキなどを味わい、参加した親子19組は楽し

みながら桃の節句を祝いました。

巻頭
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昨
年
、
市
制
施
行
60
年
を
迎
え
た
美
唄
。「
笑
顔
に
満
ち

あ
ふ
れ
、
光
輝
く
ふ
る
さ
と
美
唄
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
記
念
事
業
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
８
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
皮
切
り
に
、

記
念
事
業
第
１
弾
と
な
っ
た
「
び
ば
い
桜
２
０
１
０
」
で

は
、
美
唄
の
特
産
品
に
舌
鼓
を
打
っ
た
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
や
、

花
柳
鳴
介
師
匠
の
演
舞
に
夜
空
の
花
火
が
彩
り
を
添
え
た

「
桜
舞
・
花
火
」
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
そ
の

美
し
さ
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
有
名
歌
手
に

よ
る
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
凧
が
秋
の

空
高
く
舞
っ
た
百
万
凧
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、

郷
土
史
料
館
で
は
、
約
５
０
０
枚
の
パ
ネ
ル
や
昔
の
生
活

用
品
な
ど
か
ら
美
唄
の
歴
史
を
振
り
返
っ
た
特
別
展
が
開

催
さ
れ
る
な
ど
、
あ
ら
た
め
て
私
た
ち
の
ま
ち
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
機
会
と
な
っ
た
１
年
で
し
た
。

連
載
最
終
回

　
市
制
施
行
60
年
を
迎
え
て

平成22年

市制施行60年記念事業オープニングセレモニー

関係者のほか多くの子どもが参加し、
節目の年を祝いました

（市役所所蔵写真より）

昭和25年、道内15番目の市として発足した美唄。
その歴史を当時の写真とともに振り返ります。

３月11日発生の東北地方太平洋沖地震について
問合せ　総務課総務係　６２～３１３１

　３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震により、太平洋沿岸の広域にわたり甚大な被害がもたらさ

れました。この地震で多くの尊い命が失われたことに心からお悔やみ申し上げ、また、被害に遭われた

皆様に対しまして心からお見舞い申し上げます。

　現地では、食糧不足や電気・水などのライフラインがいまだ復旧しない状況にあるなど、避難所での

生活は大変厳しいものになっています。つぎのとおり義援金を受け付けていますので、市民の皆様にお

かれましても、被災された多くの方々に対する支援にご協力いただきますようお願い申し上げます。

　なお、美唄市内におきましては、３月18日現在、地震による被害の発生は報告されていません。

　日本赤十字社北海道支部では、今回の地震発生に伴い、郵便振替による義援金を受け付けています。

義援金を受け付けています

口 座 名　日本赤十字社　東北関東大震災義援金

口座番号　００１４０－８－５０７

　また、日本赤十字社の義援金窓口を市役所１階市民課生活交通係（⑥窓口）に開設しています。

　なお、美唄市赤十字奉仕団が北洋銀行前などで募金活動を行い、３月18日現在で115万906円の義援金が寄せ

られました。市民の皆様の温かいご支援とご協力に心より感謝申し上げます。

　寄せられた義援金は、日本赤十字社北海道支部を通じて被災者の方々に届けられることとなっています。

義援金に関する問合せ　市民課生活交通係　６２～３１４２

被災地への対応
　市では、全国市長会を通じ、義援金500万円を送ることとしたほか、美唄市農協・峰延農協と協力し、被災

地に「雪蔵工房おぼろづき」１トンと「峰・ふっくりんこ」１トン、合計２トンの米を送りました。また、市営住宅

８戸・道営住宅７戸を確保し、被災された方の要望があれば受け入れる体制を整えました。

　このほか、総務省消防庁から要請を受け、緊急消防援助隊（消防隊員３名）が出動しました。

市は３月17日「美唄市東北地方太平洋沖地震被災地支援連絡会議」を設置し、国や北海道
などの関係機関と連携し、被災者への支援、被災地の復旧に努めてまいります。
市民の皆様のご理解とご協力をお願いします。

・口座名は正確にご記入願います

・郵便局窓口で手続きいただくと手数料はかかりません

・義援金は半券をもって受領証に代えさせていただきます
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平成23年第１回市議会定例会が３月１日に開会され、
市長に代わり板東副市長が市制執行方針を代読、安田教育長が教育行政執行方針を
述べ、主な施策を明らかにしました。
なお、予算概要については広報メロディー５月号でお知らせします。

平成23年第１回市議会定例会が３月１日に開会され、
市長に代わり板東副市長が市政執行方針を代読、安田教育長が教育行政執行方針を
述べ、主な施策を明らかにしました。
なお、予算概要については広報メロディー５月号でお知らせします。

は
じ
め
に

平成23年度 市政・教育行政執行方針

市政
執行方針

市
政
執
行
の
基
本
姿
勢

主
要
施
策

執行方針執行方針執行方針

　　
昨
年
、
市
制
施
行
60
年
の
記
念
す

べ
き
年
に
当
た
り
、
私
自
身
、
折
に

触
れ
、
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
を

振
り
返
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
制
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
25
年
か

ら
30
年
代
に
か
け
て
は
、
戦
後
の
混

迷
か
ら
成
長
に
向
け
、
大
き
く
動
い

た
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
40
年
代
か
ら
50
年

代
に
か
け
て
は
、
交
通
網
の
整
備
や

公
営
住
宅
、
学
校
の
建
設
な
ど
の
社

会
資
本
整
備
と
と
も
に
、
炭
鉱
閉
山

と
い
う
危
機
的
な
状
況
を
経
験
し
な

が
ら
も
、
産
業
振
興
等
に
努
め
た
こ

と
で
、
激
動
か
ら
安
定
へ
と
向
か
っ

た
時
代
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
に
入
っ
て
か
ら
は
、
経
済
・

雇
用
情
勢
の
悪
化
と
景
気
低
迷
に
苦

し
み
、
人
口
減
少
が
続
く
中
、
交
流

人
口
の
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、

ま
ち
を
あ
げ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
近
年
「
成
熟
社
会
」
と
い
う
言
葉

は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
と
い
う
側

面
に
加
え
、
量
的
充
足
か
ら
質
的
充

足
へ
の
移
行
と
い
う
意
味
も
込
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

り
ま
す
が
市
制
施
行
60
年
を
経
た
本

市
も
「
成
熟
社
会
」
に
入
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
、
市
政
執
行
方
針
の
中
で
、

「
国
民
総
幸
福
量
」と
い
う
考
え
方
に

触
れ
ま
し
た
が
「
幸
福
」
と
は
一
体

何
な
の
か
、
入
院
を
経
験
し
て
、
私

自
身
、
改
め
て
考
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
物
質
的
な
豊
か
さ
は
、
確

か
に
私
た
ち
の
幸
福
感
に
結
び
つ
く

も
の
で
あ
り
、
近
代
化
を
進
め
る
中

で
も
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
健
康
や

心
の
ゆ
と
り
、
充
実
感
と
い
っ
た
も

の
が
伴
わ
な
け
れ
ば
、
そ
の
豊
か
さ

も
空
疎
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
12
月
、
内
閣
府
に
「
幸
福
度

に
関
す
る
研
究
会
」
が
設
け
ら
れ
、

幸
福
度
に
関
す
る
世
界
の
動
き
や
幸

福
度
を
測
る
指
標
設
定
に
関
す
る
調

査
、
研
究
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
物

質
的
な
価
値
か
ら
離
れ
、
新
た
な
価

値
を
模
索
す
る
時
代
に
入
っ
た
と
い

う
感
が
い
た
し
ま
す
。

　
美
唄
に
暮
ら

す
私
た
ち
に
と

っ
て
、
少
子
化

や
高
齢
化
が
進

む
ほ
ど
、
や
さ

し
さ
と
思
い
や

り
の
こ
こ
ろ
を

大
切
に
し
、
こ

こ
ろ
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
こ
と

が
重
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

豊
か
な
自
然
と
そ
の
恵
み
で
あ
る
良

質
な
食
が
こ
こ
ろ
と
身
体
に
健
康
を

も
た
ら
し
、
様
々
な
文
化
的
な
活
動

と
そ
の
成
果
が
温
か
い
人
間
性
と
感

動
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ
と
を
、

改
め
て
見
つ
め
直
す
と
き
に
あ
る
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　「
食
・
農
・
ア
ー
ト
が
響
き
合
う 

緑

の
ま
ち
　
美
唄
」
と
い
う
都
市
像
を

掲
げ
た
び
ば
い
未
来
交
響
プ
ラ
ン
の

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な

考
え
方
が
根
底
に
あ
り
ま
し
た
。

　
国
と
地
方
の
関
係
や
地
方
自
治
制

度
の
あ
り
方
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
多
く
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
き
た

も
の
の
、
具
体
的
な
姿
は
未
だ
明
確

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、

私
は
、
揺
る
ぐ
こ
と
な
く
、
魅
力
と

活
力
に
あ
ふ
れ
、
安
ら
ぎ
と
潤
い
を

実
感
で
き
る
ま
ち
の
実
現
に
、

ま
い
し
ん

邁
進

し
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

協
働
に
よ
る
び
ば
い
未
来

交
響
プ
ラ
ン
の
推
進

　
び
ば
い
未
来
交
響
プ
ラ
ン
の
策
定

に
当
た
っ
て
は
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
こ
の
計
画
に
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
希
望
と
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
計
画
の
着
実
な
実
施
に
向
け
、
今

あ
る
本
市
の
地
域
資
源
を
最
大
限
活

用
し
、
広
域
的
な
連
携
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協

働
に
よ
り
、
ま
ち
の
魅
力
と
活
力
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
私

の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
多
く
の
課
題
を

一
つ
ひ
と
つ
解
決
し
て
い
く
と
と
も

に
、
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
を
着

実
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
一
定
の
成
果
を

あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
１
日
で
も
早
く
財
政
健
全
化
を

実
現
で
き
る
よ
う
、
財
政
健
全
化
計

画
の
推
進
に
さ
ら
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
健
全
化
に
も
関
わ
る

市
立
美
唄
病
院
の
事
業
規
模
や
経
営

形
態
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
医

療
の
あ
り
方
全
般
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
る
中
で
、
方
向
性
を
見
出
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
び
ば
い
未
来
交
響
プ
ラ
ン
の
ス
タ
ー

ト
の
年
で
あ
る
平
成
23
年
度
の
予
算

編
成
に
当
た
っ
て
は
、
以
上
の
よ
う

な
点
を
踏
ま
え
、
産
業
づ
く
り
と
雇

用
対
策
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、
環
境

づ
く
り
の
各
施
策
と
と
も
に
、
安
全

確
保
な
ど
、
緊
急
に
手
当
て
す
べ
き

も
の
に
配
慮
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、

地
域
活
性
化
交
付
金
を
充
当
す
る
平

成
22
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
及
び
交

付
金
に
係
る
基
金
を
充
当
す
る
事
業

と
あ
わ
せ
、
事
業
の
切
れ
目
な
い
執

行
に
努
め
、
市
民
生
活
の
安
全
性
の

向
上
な
ど
と
と
も
に
市
内
経
済
の
活

性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

人
と
情
報
が
行
き
交
い

に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る

ま
ち
づ
く
り

◆
農
商
工
連
携

　
美
唄
産
の
農
作
物
を
活
用
し
た
新

し
い
商
品
・
特
産
品
の
開
発
に
係
る

試
験
研
究
か
ら
商
品
化
・
販
路
拡
大

に
伴
う
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

板東副市長板東副市長

安田教育長安田教育長
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◆
農
業
振
興

　
環
境
に
配
慮
し
た
安
全
で
安
心
な

農
産
物
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
米

な
ど
の
基
幹
作
物
の
振
興
の
ほ
か
、

生
産
基
盤
整
備
等
の
促
進
、
経
営
の

体
質
強
化
や
安
定
化
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
振
興
地
域
の
保
全
等

を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
を
見
直
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
消
費
者
と
生
産
者
と
の
結
び
つ
き

に
つ
い
て
は
、
地
産
地
消
や
都
市
と

農
村
と
の
交
流
、
農
業
体
験
や
食
育
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
地
域
の
魅
力
発

信
な
ど
の
活
動
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
商
工
業
振
興

　
新
産
業
創
出
や
企
業
立
地
へ
の
支

援
を
行
う
ほ
か
、
産
業
振
興
計
画
を

策
定
し
、
産
業
や
雇
用
の
振
興
を
図

る
と
と
も
に
、
制
度
資
金
の
利
率
の

見
直
し
を
行
い
、
設
備
投
資
や
運
転

資
金
に
関
す
る
融
資
の
利
用
促
進
を

図
り
ま
す
。

◆
観
光
・
交
流

　
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
、

地
場
産
品
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
運
営

の
継
続
の
ほ
か
、
近
隣
自
治
体
と
の

連
携
に
よ
る
地
域
の
魅
力
の
発
信
、

交
流
拠
点
施
設
の
整
備
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
の
増
設
、
緊
急
雇
用
対
策
事

業
を
活
用
し
た
観
光
施
設
で
の
人
材

育
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
公
共
交
通

　
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
に

基
づ
き
、
市
民
バ
ス
東
線
で
の
循
環

方
式
に
よ
る
実
証
運
行
や
デ
マ
ン
ド

方
式
に
よ
る
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
証

運
行
に
取
り
組
み
ま
す
。

※
利
用
者
の
要
請
で
運
行
す
る
方
式
。

◆
情
報
化
推
進

　
光
回
線
の
エ
リ
ア
拡
大
を
進
め
る

と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

情
報
提
供
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

人
と
文
化
を
育
み
交
流
が

広
が
る
ま
ち
づ
く
り

◆
子
育
て
支
援

　
地
域
の
主
体
的
な
活
動
の
場
づ
く

り
に
向
け
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
な

ど
の
人
材
育
成
や
関
連
団
体
・
企
業

等
の
応
援
を
得
な
が
ら
、
地
域
子
育

て
拠
点
支
援
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

◆
学
校
教
育

　「
学
力
の
定
着
」や
食
農
教
育
に
よ

る
「
特
色
あ
る
教
育
」
な
ど
、
美
唄

ら
し
い
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

◆
芸
術･

文
化･

生
涯
学
習

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
芸
術
・
文
化
活

動
へ
の
支
援
や
郷
土
史
料
館
の
活
性

化
を
は
じ
め
と
す
る
生
涯
学
習
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

◆
男
女
共
同
参
画

　
美
唄
市
男
女
共
同
参
画
条
例
に
基

づ
き
、
男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る

社
会
づ
く
り
を
、
引
き
続
き
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

◆
平
和
施
策

　
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
で
あ
る
「
平

和
の
希
求
」
を
具
体
化
す
る
た
め
、

平
和
祈
念
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も

に
郷
土
史
料
館
の
特
別
展
と
し
て「
原

爆
展
」
を
開
催
し
、
核
廃
絶
を
願
い
、

平
和
の
大
切
さ
を
考
え
る
機
会
と
し

て
ま
い
り
ま
す
。

豊
か
な
景
観
あ
ふ
れ
る

エ
コ
ロ
ジ
ー
な
ま
ち
づ
く
り

◆
自
然
保
護

　
国
と
連
動
し
た
宮
島
沼
の
自
然
環

境
保
全
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
環

境
学
習
の
実
施
や
情
報
提
供
の
充
実

に
努
め
、
貴
重
な
湿
地
の
保
全
と
賢

明
な
利
用
を
進
め
ま
す
。

◆
環
境
行
動

　
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
に
よ
る
情
報

提
供
や
啓
発
を
通
じ
て
、
家
庭
で
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
や
自
動

車
運
転
時
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
、
実

践
的
な
活
動
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
ご
み
処
理

　
生
ご
み
を
含
む
可
燃
ご
み
の
処
理

方
法
等
に
つ
い
て
、
広
域
処
理
の
可

能
性
な
ど
を
、
引
き
続
き
、
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
の
分
別
方
法
な
ど
の

啓
発
活
動
等
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量

化
等
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り

な
が
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
機
器
更
新
な

ど
に
よ
る
効
率
的
な
資
源
ご
み
の
処

理
を
行
い
、
一
層
の
ご
み
減
量
化
と

リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
ま
す
。

◆
都
市
基
盤
整
備

　
道
路
整
備
で
は
、
西
21
線
、
美
培

線
及
び
拓
北
・
峰
樺
西
７
号
線
の
整

備
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
改
良
・

舗
装
や
側
溝
等
の
整
備
を
進
め
、
安

全
性
と
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命

化
を
図
る
た
め
の
点
検
と
計
画
的
な

修
繕
及
び
架
換
え
を
行
う
た
め
の
計

画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　
除
排
雪
に
つ
い
て
は
、
道
路
・
歩

道
の
除
排
雪
や
間
口
除
雪
を
行
い
、

安
全
で
安
心
な
冬
の
暮
ら
し
を
支
え

ま
す
。

　
広
域
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

国
道
12
号
の
４
車
線
化
や
主
要
道
道

美
唄
富
良
野
線
な
ど
の
道
道
整
備
、

長
大
橋
で
あ
る
月
形
大
橋
の
早
期
完

成
に
向
け
て
、
国
や
道
な
ど
に
、
引

き
続
き
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
ゆ
た
か

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
等
の
改
善
や
東
明
中

央
団
地
の
用
途
廃
止
を
行
う
ほ
か
、

民
間
住
宅
の
改
修
促
進
の
た
め
の
助

成
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
戸
建
住

宅
を
対
象
と
し
た
無
料
耐
震
診
断
を

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
上
水
道
に
つ
い
て
は
、
配
水
管
改

良
事
業
を
継
続
し
、
有
収
率
の
向
上

や
配
水
管
の
耐
震
化
、
赤
水
の
解
消

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
東
明
・
茶

志
内
地
区
の
整
備
を
進
め
、
汚
水
処

理
区
域
の
拡
大
や
水
洗
化
を
促
進
し
、

下
水
道
処
理
区
域
外
に
つ
い
て
は
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
継
続
し

て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
景
観
・
緑
づ
く
り

　
地
域
で
の
景
観
づ
く
り
の
活
動
へ

支
援
す
る
ほ
か
、
公
園
施
設
及
び
東

明
公
園
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
点
検

に
よ
る
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
の
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

　
森
林
に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
面
的

機
能
に
つ
い
て
学
ぶ
場
を
つ
く
る
と

と
も
に
、
分
収
造
林
受
託
事
業
や
防

風
林
等
整
備
事
業
の
実
施
、
民
有
林

に
対
す
る
支
援
を
通
し
て
、
保
全
と

活
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※



５ 2011.4

む

す

び

誰
も
が
健
康
で
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

◆
保
健

　
生
活
習
慣
の
改
善
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
課
題
の
解
決
に
向
け
た

き
め
細
か
な
支
援
や
検
診
、
予
防
接

種
な
ど
に
よ
る
疾
病
の
予
防
に
努
め

る
と
と
も
に
、
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
や
地
域
の
主
体
的
な

健
康
づ
く
り
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
特
定

健
診
の
受
診
率
向
上
等
に
よ
る
医
療

費
の
抑
制
を
図
る
ほ
か
、
国
民
健
康

保
険
税
の
税
率
改
定
の
検
討
を
進
め

ま
す
。

◆
地
域
医
療

　
市
立
美
唄
病
院
経
営
健
全
化
計
画

及
び
市
立
美
唄
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
市
立
病
院
の
経
営
健
全
化
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
神
経

内
科
を
開
設
し
、
近
隣
中
核
病
院
と

の
医
療
連
携
を
強
化
す
る
な
ど
、
必

要
な
医
療
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

◆
障
が
い
者
福
祉

　
障
が
い
者
の
方
々
が
安
心
し
て
地

域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
生
活
支

援
事
業
な
ど
、
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
で
開
催
さ
れ
る
全
道

ろ
う
あ
者
大
会
の
開
催
を
支
援
い
た

し
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉

　
介
護
予
防
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

支
援
や
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ

て
も
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
医
療
、
介
護
、
住
ま
い
、
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
目
な
く
提
供

で
き
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等

の
住
宅
に
設
置
し
て
い
る
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
ま
す
。

安
全
で
安
心
し
て
住
め
る

ま
ち
づ
く
り

◆
防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全

　
防
災
に
つ
い
て
は
、
災
害
に
強
い

安
全
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

総
合
的
な
防
災
体
制
の
強
化
や
耐
震

化
へ
の
対
応
、
自
主
防
災
組
織
の
組

織
化
と
活
動
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
河
川
整
備
の
早
期
完
成
に
向
け

た
国
へ
の
要
望
活
動
を
引
き
続
き
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
犯
や
交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、

関
係
団
体
等
と
連
携
を
図
り
、
安
全

な
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
消
防

　
消
防
施
設
整
備
や
消
防
車
両
、
消

火
栓
の
更
新
に
よ
る
出
動
・
消
火
体

制
の
充
実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

火
災
予
防
の
た
め
の
啓
発
活
動
や
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
促
進
に
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
救
急
救
命
士
の
採
用
・
養

成
を
行
い
、
救
急
体
制
の
充
実
を
図

る
ほ
か
、
市
民
へ
の
救
命
講
習
会
を

開
催
し
、
応
急
手
当
の
知
識
や
技
術

の
普
及
に
よ
る
救
命
率
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
消
費
者
保
護

　
多
様
な
相
談
へ
の
対
応
や
幅
広
い

情
報
提
供
に
よ
り
、
消
費
者
被
害
の

防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
雇
用
対
策

　
北
海
道
の
緊
急
雇
用
創
出
推
進
補

助
事
業
を
活
用
し
、
求
職
者
の
雇
用

の
場
の
確
保
や
観
光
産
業
の
振
興
を

図
る
人
材
育
成
型
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
職
業
訓
練
法
人
美
唄
情
報

開
発
学
園
に
対
し
、
学
園
が
創
設
す

る
学
生
支
援
制
度
に
助
成
す
る
な
ど
、

引
き
続
き
学
園
の
運
営
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
美
唄
市
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

の
理
念
に
基
づ
き
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
温
か
な
絆
を
保
ち
な
が
ら
、
と

も
に
生
き
支
え
合
う
し
く
み
づ
く
り

を
進
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
取
り

組
ん
で
い
る
「
地
区
社
協
」
の
立
ち

上
げ
に
協
力
す
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
や
地
域
福
祉
活
動
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
る

ま
ち
づ
く
り

◆
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
協
働
を
担
う
人
材
の
育
成
を
図
り

な
が
ら
、
協
働
の
輪
を
広
げ
る
と
と

も
に
、
美
唄
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

◆
行
財
政
運
営

　
本
年
４
月
か
ら
、
北
海
道
の
事
務

移
譲
を
受
け
、
一
般
旅
券
の
申
請
や

交
付
等
の
手
続
を
本
市
に
お
い
て
実

施
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

　
市
の
組
織
に
つ
い
て
は
、
様
々
な

行
政
課
題
を
的
確
に
解
決
し
て
い
く

た
め
、
効
率
的
・
横
断
的
な
組
織
づ

く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
職
場
研

修
や
専
門
研
修
の
実
施
、
道
と
の
人

事
交
流
に
よ
る
高
い
専
門
性
を
持
っ

た
人
材
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
現
在
、
我
が
国
で
は
、
少
子
化
の

問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援

に
関
し
て
、
カ
ナ
ダ
が
先
進
国
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
り
ま
す
。

　
移
民
に
よ
る
多
文
化
を
受
け
入
れ

て
い
る
モ
ザ
イ
ク
社
会
で
あ
る
カ
ナ

ダ
で
は
、
誰
も
孤
立
さ
せ
な
い
し
く

み
、
支
援
を
受
け
る
人
が
支
援
す
る

人
に
な
っ
て
い
く
し
く
み
が
で
き
て

い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
子
育
て
家

庭
の
親
た
ち
の
た
め
の
学
習
教
材
で

は
「
誰
も
完
璧
な
親
な
ど
い
な
い
。

ま
た
完
璧
な
子
ど
も
と
い
う
も
の
も

い
な
い
。
お
互
い
、
で
き
る
限
り
の

こ
と
を
し
て
い
け
ば
い
い
の
だ
」
と

説
明
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
り
ま
す
。

　
で
き
る
人
が
で
き
る
こ
と
を
や
り
、

そ
れ
が
つ
な
が
っ
て
い
く
社
会
、
困

っ
た
と
き
に
は

ち
ゅ
う
ち
ょ

躊
躇
な
く
「
助
け
て

く
だ
さ
い
」
と
声
を
上
げ
ら
れ
る
社

会
を
私
は
是
非
つ
く
り
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。
何
も
な
い
と
こ
ろ
か

ら
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
互
い
に

思
い
や
り
支
え
あ
う
「
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
て
き
た
美
唄
だ
か

ら
こ
そ
、
そ
れ
を
目
指
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
よ
う
な
真
の
「
成
熟

社
会
」
を
迎
え
た
魅
力
と
活
力
の
あ

る
温
か
な
ま
ち
を
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
築
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
市
議
会
議
員
の

皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平成23年度 市政・教育行政執行方針

は
じ
め
に

学
校
教
育

教育行政
執行方針

　
我
が
国
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
核

家
族
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な

ど
に
よ
り
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
変

化
し
続
け
て
お
り
、
特
に
、
近
年
は

厳
し
い
経
済
環
境
も
加
わ
り
、
地
域

社
会
や
家
庭
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
ど
ん
な
社
会
情
勢

の
変
化
に
も
対
応
し
、
自
ら
の
力
で

時
代
を
切
り
開
い
て
い
く
人
間
を
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
育
成
す
る
教
育
の
営
み
こ
そ
、
変

わ
る
こ
と
の
な
い「
未
来
へ
の
投
資
」

で
あ
り
、
人
づ
く
り
を
担
う
教
育
の

果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
６

期
美
唄
市
総
合
計
画
で
は
、
目
指
す

都
市
像
の
実
現
に
向
け
て
、
人
づ
く

り
～
「
人
財
」
の
育
成
に
取
り
組
む

こ
と
、
人
と
文
化
を
育
み
交
流
が
広

が
る
ま
ち
づ
く
り
を
柱
の
１
つ
と
し

て
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
将
来

に
夢
と
希
望
が
持
て
る
よ
う
、
確
か

な
学
力
や
豊
か
な
人
間
性
、
健
や
か

な
体
を
育
み
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

の
可
能
性
を
開
花
さ
せ
る
教
育
を
進

め
て
い
く
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
、
生
き
が
い
を
も
ち
、
心
豊
か
で
、

健
や
か
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
様
々

な
機
会
や
場
所
に
お
い
て
学
習
す
る

こ
と
が
で
き
、
学
ん
だ
成
果
を
生
か

す
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の

実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
と
協
働
し
て
、
地
域
が
も
つ
教

育
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
ら

学
ぶ
力
を
育
む
環
境
づ
く
り
に
努
め

な
が
ら
、
各
分
野
に
お
け
る
施
策
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

幼
稚
園
教
育

　
幼
児
期
は
生
涯
に
わ
た
る
人
間
形

成
の
基
礎
を
培
う
重
要
な
時
期
で
あ

り
、
幼
稚
園
は
教
育
の
基
礎
づ
く
り

の
た
め
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
就
園
奨
励
補
助
事
業

に
よ
り
私
立
幼
稚
園
に
在
籍
す
る
家

庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
ほ

か「
幼
・
小
連
携
教
育
実
践
研
究
」に

よ
り
、
小
学
校
へ
の
学
び
の
連
続
性

に
配
慮
し
た
教
育
活
動
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
南
美
唄
地
域
に
、
幼
稚
園

と
保
育
所
の
機
能
を
併
せ
持
つ
「
こ

ど
も
園
」
の
設
置
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

小
中
学
校
教
育

　
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
確
か

な
学
力
と
豊
か
な
人
間
性
、
健
や
か

な
心
と
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
む
こ

と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
教
職
員
と
児
童
生
徒

を
は
じ
め
、
教
職
員
相
互
、
学
校
と

地
域
と
の
よ
り
一
層
の
信
頼
関
係
の

う
え
に
立
っ
た
学
校
教
育
活
動
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
地

域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
学
校
・
教

職
員
を
支
え
、
支
援
し
て
い
く
仕
組

み
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
学
習
指
導
要
領
が
小
学

校
で
完
全
実
施
と
な
り
、
中
学
校
に

お
い
て
も
来
年
度
に
完
全
実
施
と
な

る
こ
と
か
ら
、
各
学
校
の
教
育
課
程

の
編
成
・
実
施
状
況
を
踏
ま
え
た
環

境
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
特
色
あ
る

教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
小
・
中
学

校
間
や
市
内
教
育
機
関
等
と
の
学
び

の
連
携
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
確
か
な
学
力
の
向
上

　
引
き
続
き
標
準
学
力
検
査
や
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
を
実
施
し
課

題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
確

か
な
学
力
の
定
着
と
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
ま
と
め
た
「
確
か

な
学
力
育
成
プ
ラ
ン
」
や
学
校
ご
と

に
作
成
す
る「
学
校
改
善
プ
ラ
ン
」な

ど
に
基
づ
き
学
習
習
慣
や
家
庭
学
習

の
定
着
化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が

わ
か
る
喜
び
を
実
感
し
主
体
的
に
学

習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

集
団
や
個
に
応
じ
た
指
導
方
法
の
工

夫
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て

は
、
グ
リ
ー
ン
・
ル
ネ
サ
ン
ス
推
進

事
業
を
進
め
る
た
め
、
小
学
校
農
業

体
験
学
習
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

環
境
教
育
や
福
祉
教
育
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
豊
か
な
心
の
育
成

　
自
然
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
、
多
様
な
ふ
れ
あ
い
の
場
や
機

会
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
道

徳
の
時
間
は
も
と
よ
り
、
各
教
科
、

外
国
語
活
動
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
及
び
特
別
活
動
な
ど
あ
ら
ゆ
る
活

動
を
通
じ
て
豊
か
な
心
が
育
成
さ
れ

る
よ
う
指
導
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の

対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
常
の
変

化
を
把
握
す
る
体
制
の
充
実
を
図
り
、

早
期
発
見
、
早
期
対
応
に
努
め
る
と

と
も
に
、
適
応
指
導
教
室
や
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
と
連
携
し
、

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
実
態
に
即

し
た
指
導
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
健
や
か
な
体
の
育
成 

　
自
ら
進
ん
で
運
動
に
親
し
み
、
楽

し
さ
や
喜
び
を
体
感
し
、
体
力
の
増

進
が
図
ら
れ
る
よ
う
教
科
指
導
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
「
薬
物
乱
用
防

止
教
室
」
の
開
催
や
「
性
に
関
す
る

指
導
」
に
取
り
組
む
な
ど
、
心
や
体

の
健
康
へ
の
正
し
い
知
識
の
習
得
に

努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、

小
学
校
農

業
体
験
学

習
や
学
校

給
食
を
生

き
た
教
材

と
し
て
活

用
し
、
食

に
関
す
る
指
導
の
充
実
に
努
め
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
、
地
元
産
の
食

材
を
活
用
す
る
と
と
も
に
衛
生
管
理

の
徹
底
に
努
め
、
安
全
で
安
心
な
給

食
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
特
別
支
援
教
育

　
市
内
の
関
係
機
関
で
組
織
す
る
美

唄
市
特
別
支
援
教
育
連
携
協
議
会
を

中
心
に
、
美
唄
養
護
学
校
な
ど
関
係

機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
望
ま
し
い

特
別
支
援
教
育
の
あ
り
方
や
個
別
支

援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

る
と
と
も
に
、
専
門
家
チ
ー
ム
の
機

能
を
活
用
す
る
な
ど
、
個
に
応
じ
た

効
果
的
な
指
導
が
展
開
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
信
頼
さ
れ
る
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

　
学
校
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
る
よ

う
自
ら
情
報
発
信
に
努
め
る
と
と
も

に
「
学
校
評
価
」
や
「
学
校
関
係
者

評
価
」
を
活
用
す
る
な
ど
、
学
校
運

営
の
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
の
安
全
・
安
心

の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
、

保
護
者
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
関

係
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
協
力
の

も
と
、
子
ど
も
た
ち
を
守
り
育
て
る

地
域
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。



７ 2011.4

社
会
教
育

社
会
体
育

む

す

び

◆
教
職
員
の
研
修
の
充
実

　
教
職
員
の
資
質
や
指
導
力
の
向
上

の
た
め
、
授
業
実
践
と
そ
の
検
証
を

組
み
込
ん
だ
校
内
研
修
を
充
実
す
る

と
と
も
に
、
公
開
研
究
会
等
を
通
し

て
、
そ
の
成
果
を
広
く
発
信
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し

た
授
業
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
Ｉ
Ｔ
研

修
を
実
施
す
る
ほ
か
、
空
知
教
育
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
各
種
研
修
会
を
活

用
す
る
な
ど
、
教
職
員
の
研
修
機
会

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
美
唄
の
歴
史
や
文
化
、

伝
統
、
地
域
特
性
を
学
ぶ
機
会
を
提

供
す
る
な
ど
、
本
市
の
教
職
員
が
取

り
組
む
地
域
に
根
ざ
し
た
学
習
指
導

を
支
援
す
る
た
め
、
本
年
度
も
「
ふ

る
さ
と
美
唄
研
修
会
」
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

◆
学
校
施
設
の
整
備

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
た
め
、
小
学
校
及
び
中
学
校

の
施
設
・
設
備
等
の
改
修
を
進
め
る

な
ど
、
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

◆
学
校
の
適
正
配
置

　
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
学
習
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
東
栄
小
学
校

の
配
置
見
直
し
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
本
年
４
月

に
東
小
学
校
と
統
合
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

高
等
教
育

　
美
唄
尚
栄
高
校
が
本
年
４
月
に
開

校
す
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
北

海
道
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
、
関
係

機
関
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
、
新
設

高
校
の
運
営
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
北
海
道
中
央
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
カ
レ
ッ
ジ
へ
の
入
学
金
助
成
事

業
や
奨
学
資
金
貸
付
事
業
を
実
施
し
、

地
元
か
ら
の
入
学
促
進
と
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

生
涯
学
習
活
動
の
充
実

　
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
第

２
次
生
涯
学
習
推
進
計
画
」
を
推
進

す
る
た
め
、
生
涯
学
習
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
生
涯
に
わ
た
り
学
ぶ
こ
と
が

出
来
る
よ
う
、
学
習
機
会
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
社
会
の
要
請
に
応

え
る
学
習
機
会
を
提
供
し
、
地
域
の

課
題
解
決
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上

な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
と
連
動
し
た
生

涯
学
習
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成

　
沖
縄
県
南
城
市
と
の
広
域
交
流
や

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
な

ど
の
事
業
を
行
う
ほ
か
、
こ
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
、

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
な
ど
の

青
少
年
育
成
関
係
団
体
を
中
心
に
家

庭
・
学
校
・
地
域
社
会
と
の
一
層
の

連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
こ

と
が
重
要
な
こ
と
か
ら
「
学
校
支
援

地
域
本
部
事
業
」
を
推
進
し
、
支
援

体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て

は
、
青
少
年
の
問
題
行
動
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
、
街
頭
指
導
や
各
種

相
談
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
関
係

機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、

セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
、
校
区
に
放
課
後
児
童
施

設
を
開
設
し
て
い
な
い
茶
志
内
小
学

校
、
峰
延
小
学
校
、
西
美
唄
小
学
校

の
児
童
を
対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
学
校

内
に
施
設
を
開
設
し
て
児
童
の
健
全

育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

芸
術
文
化
の
振
興

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
美
唄
市
文
化
協
会
を

は
じ
め
、
各
関
係
機
関
・
団
体
等
と

の
連
携
を
図
り
、絵
画
展
や
コ
ン
サ
ー

ト
の
開
催
な
ど
芸
術
文
化
に
触
れ
る

機
会
の
充
実
に
努
め
る
ほ
か
、
老
朽

化
し
た
設
備
の
改
修
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

社
会
教
育
施
設

　
市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
役

割
が
果
た
さ
れ
る
よ
う
、
そ
の
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ア
ル
テ
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
美
唄
に
つ
き

ま
し
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ル
テ
ピ

ア
ッ
ツ
ァ
び
ば
い
を
は
じ
め
、
各
関

係
機
関
・
団

体
等
と
連
携

を
図
り
な
が

ら
利
用
を
促

進
し
、
そ
の

活
動
を
全
国

・
全
道
に
向

け
て
情
報
発

信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
郷
土
史
料
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、

生
涯
学
習
の
学
び
の
拠
点
施
設
と
し

て
、
歴
史
や
文
化
を
い
つ
で
も
学
べ

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、60
年
前
に
開
催
し
た「
原

爆
展
」
を
再
現
す
る
特
別
展
を
開
催

し
、
市
民
と
と
も
に
戦
争
の
悲
惨
さ
、

平
和
の
尊
さ
と
大
切
さ
に
つ
い
て
考

え
、
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
機
会
と

し
ま
す
。

　
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
第
２
次
美

唄
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」

を
推
進
す
る
た
め
、
学
校
配
本
事
業

な
ど
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
よ
る

情
報
提
供
や
図
書
資
料
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
急
逝
し
た
美
唄
市
出

身
の
児
童
文
学
作
家
・
後
藤
竜
二
氏

を
悼
ん
で
開
催
さ
れ
る
「
後
藤
竜
二

作
品
読
書
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
支
援
す

る
ほ
か
、
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

を
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
的

な
読
書
活
動
を
定
着
さ
せ
る
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※
図
書
館
員
が
情
報
を
検
索
・
提
供
す
る

こ
と
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
美
唄
市
体
育
協
会
を

は
じ
め
、
各
関
係
機
関
・
団
体
等
と

の
連
携
を
図
り
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
・
教
室
等
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
活
動
支
援
な
ど

を
通
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
振

興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
や
年
齢
に

応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
活
動
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ど

ん
ま
い
」
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る

ほ
か
、
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
に

よ
り
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
体
育
施
設

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
安
心
し
て
快
適
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
指
定
管
理
者

や
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、
適
切

な
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

 

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
ど

の
よ
う
な
未
来
を
託
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
そ
れ
は
、
私
た
ち
大
人
社

会
が
子
ど
も
た
ち
に
負
う
未
来
へ
の

責
任
で
す
。

　
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

本
市
の
美
し
い
自
然
や
先
人
た
ち
が

え
い
え
い

営
々
と
築
き
上
げ
て
き
た
伝
統
や
文

化
な
ど
の
、
恵
ま
れ
た
風
土
や
環
境

を
生
か
し
、
ふ
る
さ
と
美
唄
の
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
で
こ

こ
ろ
豊
か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
「
地
域
に
根
ざ
し
、
暮
ら
し
に
学

ぶ
」
教
育
行
政
の
推
進
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
並
び
に
市
議
会
議

員
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
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のの

「
第
２
期
青
少
年
・
子
ど
も
議
会
」

「
第
２
期
青
少
年
・
子
ど
も
議
会
」

問
合
せ
　
地
域
経
営
室
協
働
推
進
グ
ル
ー
プ
　
62
～
３
１
３
７

　
市
で
は
、
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
若
い
世
代
に
、
ま
ち
の
姿
を
知
っ
て
も
ら
い
、
市
へ
の

提
言
や
実
践
活
動
な
ど
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
「
第
２
期
青
少
年
・
子
ど
も
議
会
」

を
設
置
し
、
小
学
生
～
高
校
生
ま
で
の
11
人
が
、
昨
年
８
月
～
今
年
２
月
ま
で
の
間
、
市
内
の
施

設
見
学
や
市
内
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
と
の
交
流
、
幼
児
や
高
齢
者
と
の
親
交
を
深
め
る
活
動
な

ど
を
行
い
、
最
後
に
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
提
案
を
発
表
し
ま
し
た
。

第３回議会（２月26日）

議員として活動した感想発表、これからのまちづくりに向けた提案

第１回議会
（平成22年８月28日）

当選証書交付、

自己紹介、議場見学

第２回議会、
課外活動第１回
（平成22年10月９日）

正副議長選出、

市内施設見学

【主な提案内容】

○学校授業でもっと美唄のことを学べるようにする
○美唄の特色ある食べ物を積極的にＰＲする
○美唄を訪れた人のために案内地図をつくる
○公園の遊具を新しくしたり、清掃もきちんとする
○コンビニ強盗があったので防犯対策をしっかりする
○高校生がかかわることができる活動を増やす

活
動
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

活
動
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

課外活動第２回
（平成22年11月27日）

国際交流ミーティ

ングに参加

課外活動第３回
（１月９日）

びばいっ子フェス

ティバルに参加

　１月17日に札幌市で開催された「第

７回北海道小学生インドアソフトテニ

ス選手権大会兼第10回全国小学生ソフ

トテニス大会予選会」男子小学４年以

下の部で、野口
こう た 

輝太くん（東小４年）・水

口颯太くん（札幌市）ペアが３位に入賞

し、３月29～31日に千葉県で開催され

る全国大会へ出場します。

　野口くんは「全国大会で優勝できる

よう頑張ります」と力強く抱負を語っ

てくれました。

ソフトテニス大会で
全国大会出場！
ソフトテニスで
全国大会出場！

図書館に児童図書を寄贈

新１年生に交通安全マスコットを寄贈

　美唄ロータリークラブより、児童

図書が２月24日、図書館へ寄贈され

ました。「子どもたちが本に親しむき

っかけになれば」と平成20年度から

寄贈いただいており、今回は日本の

伝記などを中心とした37冊。児童図

書室の入り口にロータリー文庫とし

て設置されています。

　市老人クラブ連合会女性部より、

手作りのウサギのマスコット140個

が３月９日、教育委員会へ寄贈され

ました。新小学１年生のお祝いと交

通事故に遭わないようにと願いを込

めながら、毎年干支にちなんで製作

しており、４月６日の入学式の日に

児童へ渡されます。

温かい善意の輪温かい善意の輪

小児用肺炎球菌ワクチンおよびヒブワクチン接種の一時的見合わせについて
問合せ　保健センター　６２～１１７３

　３月初旬に「小児用肺炎球菌ワクチン」と「ヒブワクチン」あるいは「三種混合ワクチン」などを同時接種した乳幼
児の死亡例が、全国で相次いで報告されました。
　このことを受け、厚生労働省では、ワクチン接種との因果関係や同時接種の安全性などについて調査・検討しており、
一定の評価を行うまでの間、小児用肺炎球菌ワクチン・ヒブワクチン接種を一時見合わせる旨の考え方を３月８日に示
しました。
　このため市では、市立美唄病院で実施していました両ワクチンの接種を現在見合わせています。
　今後の状況につきましては、情報が入り次第速やかにお知らせします。

え　と
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情報館

美しき唄のまちライブ
出演者募集

申込・問合せ
　地域経営室協働推進グループ

　　　　　　　　６２～３１３７へ

美
唄
市
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
審
査
会

委
員
を
公
募
し
ま
す

問
合
せ
　
地
域
経
営
室
広
報
情
報
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
62
～
３
１
３
７

　
市
で
は
、
情
報
公
開
お
よ
び
個
人
情

報
保
護
制
度
に
つ
い
て
広
く
市
民
の
方

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
つ
ぎ
の

と
お
り
美
唄
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
審
査
会
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
す
る
満
20
歳

以
上
の
方
（
公
務
員
を
除
く
）

募
集
人
数
　
２
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
選
考
の
う
え
決
定
）

申
込
方
法
　
地
域
経
営
室
に
備
え
付
け

の
申
込
書
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
情
報
公
開
や
個

人
情
報
保
護
に
つ
い
て
の
意
見
や
日

ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
を
８
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
て
地
域
経
営
室
へ
　

（
郵
送
可
）

※
住
所
な
ど
は
22
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限
　
４
月
15
日
　
ま
で

委
員
の
任
期
　
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
た
日
か
ら
２
年
間

市
で
は
、
男
女
共
同
参

画
の
観
点
か
ら
女
性
委

員
の
割
合
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。

　市では、毎年美唄駅で

「美しき唄のまちライブ」

を開催しています。

　このライブは美しき唄

のまちと書く市の名前に

ちなみ、美唄駅の２階通路（市道コスモス通）を「唄」で

満たし、市民の皆さんに楽しんでいただくとともに、

アマチュア音楽家の育成、まちの賑わいづくり、市外

への情報発信などを目指すものです。

応募資格　アマチュアの方であれば編成や演奏のジャ

ンルは問いませんが、基本的にアコースティック（生

の音）でお願いします

開催時期　５～10月の間、月１回開催予定（１回のラ

イブ出演者は２組）

市の施設の「指定管理」を行います
問合せ　契約管財課契約・管財グループ　６２～３１３６

平成22年度で指定管理の期間が終了した施設について、

今年度から引き続きつぎのとおり指定管理を行います。

●指定管理の期間

  平成23年４月１日～平成26年３月31日（３年間）

施設の名称

特定非営利活動法人
美唄市体育協会

美唄市総合体育館

指定管理者となる団体

　美唄市体育センターは、財政健全化計画により、３

月31日をもって閉館する予定でしたが、計画の見直し

により平成24年３月31日まで開館することとしました。

　なお、指定管理の導入を取りやめ、教育委員会が管

理運営します。

体育センターからのお知らせ
問合せ　生涯学習課生涯学習グループ　６２～３１３２

北海道日本ハムファイターズでは、５月６日　に札幌ドームで行われる対福岡ソフトバンクホークス戦の

Ｃ指定席に「美唄市民応援デー」として、市内にお住まいの方２００組（４００人）をご招待します

申込期限　４月５日　～20日　　※当日消印有効。

申込先　〒０６２－８６５５　札幌市豊平区羊ヶ丘１

番地　　北海道日本ハムファイターズ「美唄市民

応援デー」係　　０１１～８５７～３９３９

そのほか　応募者の個人情報は、　北海道日本ハム

ファイターズが適切に管理し「美唄市民応援デー」

の返信はがきおよび抽選、アンケート、札幌ドーム

チケット販売のダイレクトメールによる案内以外

には利用されません

問合せ　地域経営室広報情報グループ　６２～３１３７

試合開始前（午後５時ごろ）には、昨年北海道日本ハムファイターズの

マスコットＢ・Ｂが美唄市内各地を巡り撮影した「２１２物語」が札

幌ドーム内で放映されますのでお楽しみに！

北海道日本ハムファイターズ　美唄市民応援デー北海道日本ハムファイターズ　美唄市民応援デー

申込方法

①往復はがき　観戦希望者（２人１組）の代表者の住所、氏名、年

　齢、性別、電話番号、ファイターズファンクラブ会員番号（会員

　の方のみ）、昨年の観戦回数およびあて先（返信はがき）を記入

②球団Ｗｅｂ（パソコン・携帯電話）

　パソコン　http://www.fighters.co.jp/kansen/11/にアクセスし、

申込フォームに所定事項を入力

　携帯電話　右のＱＲコードよりアクセスし、

申込フォームに所定事項を入力
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車両による火災を防ぐポイント
年々増加傾向にあるので、火災から車を守るために、日ごろから

点検と整備を心がけましょう

放火による火災を防ぐポイント
深夜人目を避け、無作為、発作的に行われることが多く見られま

す。家の周りに燃えやすい物を置かないなど「放火されない環境

づくり」が大切です

タバコによる火災を防ぐポイント
何気なく吸っているタバコの温度は７００℃。喫煙マナーを守り、

喫煙後は消火を確認する習慣をつけましょう

コンロによる火災を防ぐポイント
コンロにかけた天ぷら鍋を放置して火災になるケースがあります。

電話や来客対応などのちょっとした間でも火は必ず消しましょう

電気による火災を防ぐポイント
便利な電気器具も、ちょっとした不注意から火災の原因となります。

生活に欠かせないものですので、正しい取り扱いを心がけましょう

春先は空気が乾燥し強い風が吹くことが多く、ちょっとした油断

から大きな火災になります。火災から尊い生命と貴重な財産を守

るため、つぎのことに注意し、火災の予防を心がけてください。

●期間中、街頭防火宣伝や住宅の防火査察を行いますので、ご協
力ください
●事業所や町内会などで防火映画や消火器取扱説明会などの要望
がありましたら、消防本部までご連絡ください

「消したかな」　あなたを守る　合言葉
問合せ　消防本部指導係　６６～２２２５

春の火災予防運動 ４月20日～30日 粗大ごみ収集のお知らせ

ごみ処理手数料を減免します

　今年度の粗大ごみ収集日程は表１のとおりです。収

集日の前日（平日）の17時までに電話で申し込みください

　指定ごみ袋等取扱店で販売している粗大ごみ処理券

を購入し、粗大ごみ１点につき１枚貼り付けてください

４月

５月

６月

７月

８月

１日　・15日　

２日　・16日　

１日　・15日　

１日　・15日　

１日　

９月

10月

11月

平成24年
３月

１日　・15日　

１日　・15日　

15日　

15日　

月 収集日 月 収集日

表１　収集日程

乳幼児がいる世帯のごみ処理手数料の減免申請を４月

１日　から受け付けます。

対象世帯　４月１日現在、３歳未満の乳幼児がいる世帯

申請に必要なもの　印鑑、母子健康手帳（出生届出済

証明書）のコピー

減免の内容　指定ごみ袋（燃やせるごみ）を支給

　40　または30　＋10　の袋どちらかを選択でき、支給

枚数は表２のとおりです（申請月によって異なります）。

　ごみ袋は即日交付を予定していますが、４月上旬は

窓口の混雑が予想され、お待ちいただく場合がありま

すのでご了承ください。

※母子健康手帳（出生届出済証明書）のコピーをあらか

じめ準備していただくと、スムーズに申請できます。

申請の受付場所　市役所１階⑥窓口

ごみ袋を入れる
マイバッグを持参し、
エコにご協力を！

※８・11・３月の収集は月１回となりますので、ご承知ください。

申込・問合せ　環境課環境係　６２～３１４５へ

４～６月

７～９月

10～12月

１～３月

60枚＋20枚

50枚＋10枚

30枚＋30枚

20枚＋20枚

50枚

40枚

30枚

20枚

申請月 40　 30　＋10　

表２　支給枚数

油漏れ事故
に

ご注意

　市内で油漏れ事故が多発しています。

ホームタンク配管の経年劣化や除雪時

に切断してしまうことなどが主な原因

です。

　灯油が土壌に浸透したり河川や農業用水路に流出したりす

ると、水質汚染や農業被害、人の健康にも影響を与える恐れ

があります。流出した場合、油の回収、汚染土壌の撤去・処

理などが必要で、その処理費用は原因者や所有者が負担する

こととなります。日ごろから維持・管理を徹底して事故防止

に努めていただくようお願いします。

　油漏れに気づいたときは、消防本部予防係　６６～２２２３

または環境課環境係　６２～３１４５へご連絡ください。

縦
　
覧

縦
覧
期
間
　
４
月
１
日
　
～
５
月
31
日
　

内
　
容
　
市
で
作
成
し
た
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿（
土
地
の
所
在
、地
番
、
地
目
、地
積
、価
格
）

　
②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿（
家
屋
の
所
在
、家
屋
番
号
、種
類
、構

造
、床
面
積
、建
築
年
、価
格
）

縦
覧
で
き
る
方
　
①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
土
地
の
納
税
義
務
者

　
　
　
　
　
　
　
②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
家
屋
の
納
税
義
務
者

閲
　
覧

閲
覧
で
き
る
方
と
対
象
固
定
資
産

　
①
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
…
当
該
納
税
義
務
に
係
る
固
定

資
産
　
②
土
地
に
つ
い
て
賃
借
権
そ
の
他
の
使
用
ま
た
は
収
益

を
目
的
と
す
る
権
利（
対
価
が
支
払
わ
れ
る
も
の
に
限
る
）の
あ

る
方
…
当
該
権
利
の
目
的
で
あ
る
土
地
　
③
家
屋
に
つ
い
て
賃

借
権
そ
の
他
の
使
用
ま
た
は
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
（
対
価
が

支
払
わ
れ
る
も
の
に
限
る
）
の
あ
る
方
…
当
該
権
利
の
目
的
で
あ

る
家
屋
と
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
　
④
固
定
資
産
の
処
分
を
す

る
権
利
の
あ
る
一
定
の
方
…
当
該
権
利
の
目
的
で
あ
る
固
定
資
産

持
参
す
る
も
の
　
▼
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の

ま
た
は
納
税
通
知
書
（
５
月
10
日
ご
ろ
発
送
）
▼
閲
覧
で
き
る

方
の
④
「
固
定
資
産
の
処
分
を
す
る
権
利
の
あ
る
一
定
の
方
」

で
管
財
人
な
ど
の
場
合
は
裁
判
所
な
ど
か
ら
の
選
任
に
関
す
る

書
類
　
▼
賦
課
期
日
を
過
ぎ
て
納
税
義
務
者
に
な
っ
た
方
は
売

買
契
約
書
な
ど
　
▼
代
理
の
方
は
委
任
状
が
必
要
で
す

※
こ
の
ほ
か
必
要
な
も
の
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

縦
覧
・
閲
覧
場
所
　
市
役
所
１
階
③
窓
口

固
定
資
産
課
税
台
帳

縦
覧
・
閲
覧
の
お
知
ら
せ

平成23年度

問合せ
税務課資産税係
　６２～３１４０

　
市
で
は
、
業
務
の
迅
速
化
・
効
率
化
な
ど
を

図
る
た
め
に
市
役
所
組
織
の
見
直
し
を
行
い
、

４
月
よ
り
グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
し
ま
す
。

　
新
し
い
組
織
の
名
称
な
ど
、
詳
し
く
は
広
報

メ
ロ
デ
ィ
ー
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問合せ
総務課職員係
　６２～３１３５

市
役
所
組
織
に

グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
し
ま
す

市
役
所
組
織
に

グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
し
ま
す
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情報館

国内に住む20歳以上60歳未満の方はす

べて国民年金へ加入することになって

います。

加入者のことを「被保険者」といい、

職業などにより３種類に分類され、加

入方法や納付方法が異なります。

　ご本人や配偶者が就職・離職した場合など、つぎの手続きが必要になることがあります。

　届け出漏れがあると、将来の老齢年金はもちろん、いざというときの障害年金・遺族年金なども受け取れなくなる

ことがありますので、必ず手続きをしてください。

　なお、手続きに必要な書類は異動理由などによって異なりますので、詳しくは届出先にお問い合わせください。

※第１号被保険者の方で国民年金保険料の納付が困難な場合は「免除制度」があります。

免除を希望される方は理由(学生、失業、低収入など)によって、手続きに必要な書類が異なりますので詳しくは市民課保険年

金グループへお問い合わせください。

種別変更を要する主なものを記載しています。上記以外で、年金の種別変更の手続きが必要かどうか分からない場合

は、市民課保険年金グループへお問い合わせください。

種別

第１号被保険者 自営業や学生など
ご自身で納付します
(加入手続き後、納付書が送付されます)※

現在の職業など 納付方法

第２号被保険者 会社員（厚生年金）、
公務員（共済組合）の加入者

勤務先が納付します
(給料から差し引かれます）

第３号被保険者 第２号被保険者に扶養され
ている配偶者

ご自身での納付は不要です
(配偶者が加入する制度が負担します）

こんなとき

20歳になったとき
第２号被保険者に扶養されている配偶者の方

厚生年金、共済組合に加入する方

第２号被保険者に扶養される配偶者の方

収入が増えて第２号被保険者の扶養から外れる配偶者の方

厚生年金、共済組合から脱退する方と扶養されていた配偶者の方

退職後すぐに第２被保険者に扶養される配偶者の方

雇用保険受給などにより第２号被保険者の扶養から外れた配偶者の方

第２号被保険者に扶養される配偶者の方

第２号被保険者以外の方

第３号配偶者の勤務先

第２号勤務先

第３号配偶者の勤務先

第１号市役所

第１号市役所

第３号配偶者の勤務先

第１号市役所

第３号配偶者の勤務先

第１号市役所

第１号市役所第２号被保険者に扶養されていた配偶者の方

こんな方は 変更後の被保険者種別届出先

就職したとき

離職したとき

結婚したとき

離婚したとき
死亡したとき

４
月
か
ら「
障
害
年
金
加
算
改
善
法
」が
施
行
さ
れ
ま
す

　
こ
れ
ま
で
は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
権
利
が
発
生
し
た
当
時
に
、
受
給
権
者
に
よ
っ
て
生
計
を

維
持
し
て
い
る
配
偶
者
や
子
が
い
る
場
合
で
、
障
害
等
級
が
１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る
方
に
年
金

を
加
算
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
４
月
施
行
の
「
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
権
利
が
発
生
し
た
後
に
、
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
配
偶
者
や
子
が

い
る
場
合
に
も
届
け
出
に
よ
っ
て
加
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
の
運
用
見
直
し
と
児
童
扶
養
手
当
と
の
関
係

　
こ
れ
ま
で
児
童
扶
養
手
当
は
、
子
が
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算(

※)

の
対
象
で
あ
る
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
、
児
童
扶
養
手
当
額
が
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
額
を
上
回
る
場

合
、
届
け
出
に
よ
り
年
金
受
給
権
者
と
子
の
間
に
生
計
維
持
関
係
が
な
い
も
の
と
し
て
子
加
算
の
対
象

と
せ
ず
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
母
子
世
帯
や
父
子
世
帯
の
方
は
、
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の
子
加
算
で
受
給
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
平
成
23
年
度
の
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
額（
年
額
・
予
定
）は
、
２
人
目
ま
で
一
人
に
つ
き
22
万
７
，
０
０
０
円
、

３
人
目
以
降
一
人
に
つ
き
７
万
５
，
６
０
０
円
と
定
額
で
す
が
、
児
童
扶
養
手
当
は
前
年
度
の
世
帯
の
所
得
状
況
な

ど
に
よ
り
受
給
額
が
変
わ
り
ま
す
。

子
加
算
に
つ
い
て
、
受
給
変
更
な
ど
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
子
加
算
の
変
更
に
関
す
る
届
け
出

と
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
で
す

【
障
害
年
金
加
算
改
善
法
に
つ
い
て
】

障
害
厚
生
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
～
岩
見
沢
年
金
事
務
所
　
38
～
８
０
０
１

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
～
市
民
課
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ
　
62
～
３
１
４
４

障
害
共
済
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
～
各
共
済
組
合

※
届
け
出
は
４
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

【
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
】

こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
未
来
係
　
62
～
３
１
４
７

※
該
当
す
る
場
合
、
原
則
申
請
の
翌
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の
で
、
変
更
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ ん な と き は 国 民 年 金 の 届 け 出 を 問合せ
　市民課保険年金グループ

　　　　　６２～３１４４

平成23年度
国民健康保険税の
課税限度額が
変わります

問合せ

問合せ
　市民課保険年金グループ

　　　　　６２～３１４４

国の法律が改正されたことに

より、課税限度額をつぎのと

おり変更します（税率などに

ついては前年度と同様です)。

区　分

医療分 47万円

12万円

10万円

69万円

50万円

13万円

10万円

73万円

支援金分

介護分

合　計

課税限度額

平成22年度 平成23年度



122011.4

　４月は、生活環境に大きな変化がある時期です。「近

くにいた家族が遠くに引っ越す」「仕事が変わって介護

の時間が取れなくなる」などの悩みはありませんか。

　介護に関する相談や悩み、健康や生活に関すること

など、１人で抱え込まずにぜひご相談ください。

＜これまでに取り上げた事例を振り返って＞

●地域活動などに参加してみましょう

・町内会や農事組合の草刈り、防犯パトロールへの参加

・老人クラブの会合や旅行への参加

・地域で行っている貯筋体操への参加　など

●｢身に覚えのない契約｣「部屋に新しい電化製品や健

康食品、浄水器などがたくさんある」など

　ご自身や家族の方で、こんな事例はありませんか。

悪徳業者は言葉巧みに近づいてきます。きっぱりと断

りましょう。

●認知症は「早期の発見・治療」がポイント

　認知症は、脳の障がいによって起こる「病気」です。

早期発見して治療すれば、改善したり、治ることもあ

ります。兆候を見逃さず、専門医に相談するなど早め

に対処しましょう。

65歳以上の方のための相談窓口

美唄市地域包括支援センター(市役所１階④窓口の奥)
保健師・主任介護支援専門員・社会福祉士・看護師・介護福祉士
などが対応します
月～金曜日８時45分～17時15分　　６８～８２９７

65歳以上の方とご家族の皆さんへ

こんにちは！
美唄市地域包括支援センターです

～お困りの時は一緒に解決策を考えましょう～

後期高齢者医療制度のお知らせ
～保険料の支払い方法について～

◆保険料の納め方

手続きは必要ありません。

※つぎの方は特別徴収に該当せず、普通徴収となります。

●受給している年金額が年額18万円未満の方

●介護保険と合わせた保険料が年金支給額の半分を超える方

特別徴収 年金からの支払い

◆保険料の納め忘れはありませんか
納付書払いでの保険料の納め忘れが多くなっています。

ご自分の支払い方法は、保険料額決定通知書(納入通知書)

をご確認ください。

◆保険料の支払いを「口座振替」に変更できます
●納付書や年金からの支払いを変更できます。
※年金から支払っている場合、申し出の時期により変更できる時期が異

なります。

※申し出の際には「本人の保険証、預金通帳、通帳印」が必要です。

●税申告の際「社会保険料控除」は、保険料をお支払いする

方(口座名義人)が受けられます。

問合せ
　税務課納税グループ　６２～３１４１

　　　　または市民課保険年金グループ　６２～３１４４

「年金からの支払い（特別徴収）」と

「納付書・口座振替による支払い（普通徴収）」があります

※この制度に加入してから約半年間は、年金からの支払いができません
ので、納付書・口座振替でお支払いください。

口座振替の場合、国民健康保険税を口座振替していた方で

も、加入する医療制度が変わるため自動的に継続されませ

んので、あらためて手続きが必要です。

普通徴収 納付書・口座振替による金融機関での支払い

母子家庭自立支援給付金支給事業母子家庭自立支援給付金支給事業母子家庭自立支援給付金支給事業

申込・問合せ　こども未来課こども未来係　６２～３１４７へ申込・問合せ　こども未来課こども未来係　６２～３１４７へ

母子家庭の母が、就職のために技能や資格を取得するた

めの受講費用の一部を助成します。

対　象　市内に居住の母子家庭の母で、つぎのすべてを

満たす方　　児童扶養手当の支給を受けている、また

は同様の所得水準にある　　受講開始日現在、雇用保

険法による教育訓練給付の受給資格を有していない　

　教育訓練を受けることが適職に就くために必要と認

められる

対象講座　雇用保険制度の教育訓練給付の指定講座、厚

生労働大臣指定教育訓練講座（ホームヘル

パー、パソコン検定）など

支給額　受講費用の20％に相当する額（上限10

万円、4,000円未満は該当しません）

※この助成を受けるには、必ず事前にこども

未来課にご相談ください。

問合せ　ピパの湯ゆ～りん館　６４～３８００
　　　　美唄市パークゴルフ場　６３～３３５９

（コースコンディションにより変更もあります）（積雪やコース状態により延期することがあります）

４月上旬

オープン

〔特　典〕

①回数券（11枚綴り）購入割引（通常５，０００円　４，３００円）

　※約３９０円で１日利用できます。

②１日プレー無料券５枚（継続会員の方は７枚）進呈（23年クローズまで有効）

③新規会員の方にネームプレート進呈

④大会参加費割引（ゆ～りん館主催大会など）

⑤ゆ～りん館入浴料金割引（大人１００円引き、今年度末まで有効）

　※ほかの割引との併用はできません。

景品を多数用意しています

※大会の申し込みは、オープン日より

随時パークゴルフ場で受け付けます。

皆さんの参加をお待ちしています。

美唄市パークゴルフ場

年次会員募集
年会費3,000円
（入会金無料）

４月１日　よりゆ～りん館、

オープン日以降はパークゴルフ場にて

今年度の年次会員を受け付けます。

オープン杯
４月29日　開催
（予定）
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情報館

　
重
度
の
要
介
護
者
や
障
が
い
者
の
適
正
な
通
院
機
会
の
確
保
と
社
会
参

加
促
進
の
た
め
、リ
フ
ト
付
車
両
の
運
行
に
よ
る
「
移
送
サ
ー
ビ
ス
」
を
行

い
ま
す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

対
　
象
　
要
介
護
３
～
５
の
方
ま
た
は
重
度
の
障
が
い
者
で
、
寝
た
き
り
な

ど
の
た
め
一
般
の
交
通
機
関
に
よ
る
移
動
が
困
難
な
住
民
税
非
課
税
の
方

サ
ー
ビ
ス
内
容
　
リ
フ
ト
付
車
両
に
よ
る
移
送（
市
内
の
み
）。
４
月
中
の

登
録
で
年
48
回
利
用
可
能（
１
回
に
つ
き
３
０
０
円
の
自
己
負
担
が
必
要
）

申
込
・
問
合
せ
　
利
用
さ
れ
る
方
の
印
鑑
を
持
参
の
う
え
高
齢
福
祉
課
高

齢
福
祉
係
へ（
代
理
の
方
で
も
申
し
込
み
可
）

リ
フ
ト
付
車
両
に
よ
る

移
送
サ
ー
ビ
ス
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

特
定
疾
患
患
者
の
通
院
費
を
助
成
し
ま
す

　
重
度
の
障
が
い
者
が
通
院
な
ど
で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
、
料
金

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
　
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
下
肢
・
体
幹
障
害
１
・
２
級
、
視
覚
障
害

１
級
、
療
育
手
帳
Ａ
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
で
、
在
宅
の
住
民
税
非
課

税
の
方

※
リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー
は
右
記「
移
送
サ
ー
ビ
ス
」の
対
象
と
な
ら
な
い
方

で
、
車
い
す
な
ど
を
常
時
使
用
し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。

助
成
内
容
　
基
本
料
金
タ
ク
シ
ー
券
年
間
12
枚

交
付
日
　
４
月
１
日
　
か
ら

申
込
・
問
合
せ
　
印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
持
参
の

う
え
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係
　
62
～
３
１
４
８
へ

　
特
定
疾
患
治
療
の
た
め
、
市
外
の
医
療
機
関
に
通
院
さ
れ
て
い
る
方
の

通
院
交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
　
象
　
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
住
民
税
非
課
税
の
方

助
成
内
容
　
Ｊ
Ｒ
美
唄
駅
か
ら
通
院
先
の
医
療
機
関
が
あ
る
最
寄
り
駅
ま

で
の
距
離
が
片
道
50
　
未
満
の
場
合
は
５
，
０
０
０
円
、
50
　
を
超
え

る
場
合
は
１
万
円
を
年
１
回
に
限
り
支
給

申
込
・
問
合
せ
　
印
鑑
、
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
、
通
院
先
の
医
療
機

関
を
証
明
で
き
る
も
の
、
通
帳（
本
人
名
義
）を
持
参
の
う
え
地
域
福
祉

課
地
域
福
祉
係
　
62
～
３
１
４
８
へ

問
合
せ
　
パ
シ
オ
　
63
～
３
５
７
５

道
立
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が

障
害
者
支
援
施
設
パ
シ
オ
に
変
わ
り
ま
す

　これまで、障がい者相談支援事

業の相談窓口は、社会福祉法人北

海道光生会でしたが、今年度から

美唄市障がい者相談支援センター

「いんくる」（社会福祉協議会内）に

なります。

　身体、知的、精神、発達障がい

のある方やそのご家族など、気軽

にご相談ください。

開設時間

　８時45分～17時15分（土・日曜日、

祝日を除く）

問合せ

　美唄市障がい者相談支援センター

　いんくる　６６～２３２３

障がい者相談窓口が
変わります

障がい者相談窓口が
変わります

　
北
海
道
立
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
北
海
道
か
ら
社
会
福
祉

法
人
ク
ピ
ド
・
フ
ェ
ア
が
経
営
移
譲
を
受
け
、

４
月
１
日
か
ら「
障
害
者
支
援
施
設
パ
シ
オ
」

と
し
て
、
新
た
に
日
中
活
動
の
「
生
活
介
護

事
業
」「
自
立
訓
練
事
業（
機
能
訓
練
）」「
就
労

移
行
支
援
事
業
」
を
加
え
て
運
営
を
開
始
し

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
同
様
、
身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方
の
施
設
入
所
や
短
期
入
所
の
ほ
か
、
新
た

に
通
所
利
用
者
を
20
人
増
員
し
、
身
体
機
能
の
維
持
・
向
上
を
目
指
し
た

専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
作
業
訓

練
な
ど
、
地
域
移
行
を
目
指
し
た
各
種
訓
練
、
就
労
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
へ
も
、
施
設
入
所
・
通
所

利
用
を
通
じ
て
、
自
立
に
向
け
た
各
種
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
介
護
や
就
労
な
ど
の
相
談
を
受
け
付

け
る
ほ
か
、
施
設
内
の
各
種
機
能
を
地
域
開
放
す
る
予
定
で
す
。

　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　市では、子どもが発達段階に応じて本に親しみながら自主

的に読書し、生涯にわたる読書習慣を身につけられるよう、

子どもの読書活動の推進に向け「美唄市子ども読書プラン（第

２次美唄市子ども読書活動推進計画）」を策定しました。

　この計画は、家庭や地域、学校、図書館などが互いに連携・協

力し、地域社会全体で子どもの読書活動が進められるよう、

今後５年間にわたる施策の基本的な方向と具体的な取り組み

をまとめたものです。

　計画書は、図書館または図書館ホームページでご覧いただけます。

　市では、市民皆さんの生涯学習活動の推進に向

けて「第２次美唄市生涯学習推進計画・前期基本

計画」を策定しました。

　この計画は「生涯学習できるまちづくり」を基

本理念に、生涯学習社会の実現に向けて取り組む

ため、今後５年間にわたる推進方策と施策の方向

をまとめたものです。

　計画書は、市役所４階生涯学習課、図書館に配置し

ているほか、市のホームページでご覧いただけます。

第２次美唄市生涯学習推進計画・
前期基本計画を策定しました
第２次美唄市生涯学習推進計画・
前期基本計画を策定しました

美唄市子ども読書プラン（第２次美唄市
子ども読書活動推進計画）を策定しました
美唄市子ども読書プラン（第２次美唄市
子ども読書活動推進計画）を策定しました

問合せ　図書館　６３～４８０２ 問合せ　生涯学習課生涯学習グループ　６２～３１３２
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ハ

ロ
ーホット

Ｂ
ＩＢＡＩ

Ｂ
ＩＢＡＩ

Ｂ
ＩＢＡＩ

Ｂ
ＩＢＡＩ

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

犯罪抑止へつなげよう「実践型防犯教室」楽しい汗を流したよ「スポーツ少年団団員交流会」

　「実践型防犯教室」が２月23日、美唄警察署で行われま

した。還付金詐欺や窃盗犯の侵入手口などに関するスライ

ド上映のあと、防

犯窓ガラスと通常

窓ガラスの割り比

べ実演も。参加者

は、普段からの近

所同士の声掛け

や、施錠の大切さ

を学び、防犯意識

を高めていました。

　「第８回美唄市スポーツ少年団団員交流会」が２月20日、

総合体育館で行われました。５団体・約70人が参加し、お

んぶリレーやじゃ

んけんサッカー、

馬とび競走など

のゲームを楽し

んだほか、保護者

の方が作った豚

汁を食べ、楽しい

ひとときを過ご

していました。

　美唄どんまいスポーツクラブ主催「市民テニポン・カローリング交流大会」が２月19日、総合体育館で行われました。

約40人が参加し、試合中には笑い声も聞こえるなど、初心者の方もリラックスして心地よい汗を流しました。両競技と

も体に負担の少ないスポーツなので、年齢・性別を問わず誰でも楽しめます。皆さんも始めてみてはいかがですか。

　お問い合わせは総合体育館　６２～６５００まで。

寒い冬でも汗いっぱい
「市民テニポン・カローリング交流大会」

まち全体で進めよう「健康づくりリーダー研修会」

　「健康づくりリーダー研修会」が３月３日、保健センター

で開催されました。市の保健推進員・食生活改善推進員・運

動推進員など約

30人が、グループに

分かれて意見交

換。「家にこもり

がちな人と交流

を深め、健康づく

りを支援したい」

などの意見が出

されていました。

市内でお買い物を「プレミアム付びばい商品券」販売

　「プレミアム付びばい商品券」が３月13日、市民ふれあ

いサロンで販売されました。1,500円分お得な商品券で

限定6,500セット

ということもあ

り、多くの人が買

い求め、長い列が

できていました。

商品券の使用期

限は今年の９月

12日　までとな

っています。
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ハローホット・ビバイ

これまでの成果を披露「ＨＣＣ卒業研究公開発表会」

僕たちは本気です「ＪＡびばい青年部スノーメッセージ」

　「特別講演会」が２月21日、市民会館で開催されました。「農商工連携による持続

可能な美唄の魅力づくりに向けて」をテーマに、ベストセラー「デフレの正体」著者

で日本政策投資銀行参事役の藻谷浩介さんが「農商工が連携して少しでも若者の

雇用の場が確保できるよう、美唄でなければ駄目なものを『客にとって私は何なの

か』という視点で考えることが大事」と約180人の参加者を前に話していました。

　ＪＡびばい青年部による「スノーメッセージ」が２月27日、進徳町の国道沿い

で披露されました。営農にかける思いを消費者に伝えようと約10年前から始ま

ったものです。同部長･飯田君利さんは「日本はＴＰＰ（太平洋周辺国の自由貿易）

参加を検討していますが、食べる物は価格を気にするだけではなく安全・安心な

ものをまず選択してほしい。ＴＰＰについて知ってもらえたら」と話していました。

地域の魅力をまるごとブランド化「特別講演会」

　「卒業研究公開発表会」が２月22日、北海道中央コンピュータ・カレッジで行

われました。今春卒業する学生から選抜された14人が、動画を使用した自作ゲー

ムやホームページ、コンピュータグラフィックを使用した短編ムービーなどを

披露。それぞれのテーマのもと、２年間の学習の集大成として充実した内容を

堂々と発表し、在校生や訪れた人は感心しながら発表に耳を傾けていました。

30年間ありがとう「東栄小学校閉校式典」

学び舎を巣立ち未来へ「専修道短大卒業式」

　「専修大学北海道短期大学卒業式」が３月５日、同校体育館で開催されました。

今年度はみどりの総合科学科・商経社会総合学科合わせて119人が卒業し、各学科

の代表が寺本学長から卒業証書を授与されました。このほか学業・スポーツで優

秀な成績を収めた学生５人が表彰されたほか、在校生を代表して藤田真さんか

らの送辞などがあり、進学・就職とそれぞれの夢に向かって旅立っていきました。

　「東栄小学校閉校式典」が２月27日、同校体育館で開催されました。東栄小は、

栄小と東小の一部が統合して昭和56年に発足。最盛期は８学級・238人が在籍しま

したが、児童数の減少により４月から東小と統合します。佐藤校長による惜別の

言葉のほか、在校生による器楽演奏や来校者全員で校歌を斉唱。最後に板東副市

長が閉校を宣言し、卒業生など約180人は、母校との別れを名残惜しんでいました。

空高く飛べ「ジュニアチャレンジスクール」

　「ジュニアチャレンジスクール」が３月12日、総合体育館で行われました。

北海道紙飛行機を飛ばす会の方による指導のもと、専用キットと折り紙を使っ

た２種類の紙飛行機を製作。友達と一緒に飛ばして距離比べをしたり、最後は

誰が一番長く飛ばせるかのタイム測定なども行い、参加した23人はオリジナル

の紙飛行機を手に満足そうな表情を浮かべていました。

も たに
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■記事の掲載を希望される方は、掲載希望月の前月１

日までにご連絡ください。なお、内容や紙面の都合に

より掲載できない場合もありますのでご了承ください。

■催しなどについて、特に記載がないものは無料です。

お 知 ら せお 知 ら せお 知 ら せ

住宅用火災警報器を５月末までに設置してください。設置は６月１日から義務化されます。

　芸
術

ア
ル
テ
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
美
唄
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
松
雪
展

〈
と
き
〉
４
月
２
日
　
～
８
日
　

※
初
日
は
13
時
～
、最
終
日
は
正
午
ま
で
。

〈
と
こ
ろ
〉
ギ
ャ
ラ
リ
ー

〈
内
容
〉
松
雪
さ
ん
に
よ
る
軸
、
パ

ネ
ル
な
ど
の
工
芸
展

②
池
田
聡
ぶ
ら
り
ツ
ア
ー

〈
と
き
〉
４
月
13
日
　
　
19
時
～

〈
と
こ
ろ
〉
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
　
　

〈
内
容
〉「
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
・
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
」
な
ど
の
代
表
曲
で
知
ら
れ

る
池
田
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

〈
料
金
〉
２
，
５
０
０
円
（
当
日
５

０
０
円
増
）

③
な
か
ず
み
ひ
と
し
写
真
展

「
花
ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
」「
風
の
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
」

〈
と
き
〉
４
月
23
日
　
～
５
月
８
日
　

〈
と
こ
ろ
〉
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
　

〈
内
容
〉
江
別
在
住
の
な
か
ず
み
さ
ん

の
写
真
展
を
展
示
室
Ａ
・
Ｂ
で
開
催

④
吉
本
有
里
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

「
あ
な
た
は
、あ
な
た
で
あ
れ
ば
い
い
」

〈
と
き
〉
４
月
29
日
　
　
18
時
～

〈
と
こ
ろ
〉
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

〈
内
容
〉
波
乱
万
丈
の
人
生
か
ら
紡

が
れ
た
歌

〈
料
金
〉
一
般
２
，
０
０
０
円
、
高

校
生
・
65
歳
以
上
・
障
が
い
の
あ
る

方
５
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

⑤
こ
こ
ろ
を
彫
る
授
業
～
白
大
理
石
な
ど

に
自
身
の
こ
こ
ろ
を
彫
る
こ
と
に
挑
む
～

〈
と
き
〉
５
月
７
日
　
・
８
日
　
　

10
時
～
16
時

〈
と
こ
ろ
〉
ス
ト
ゥ
デ
ィ
オ
ア
ル
テ

〈
対
象
〉
小
学
５
年
生
以
上

〈
定
員
〉
35
人

〈
参
加
料
〉
白
大
理
石
１
万
５
，
０

０
０
円
、軽
石
１
万
２
，０
０
０
円

（
中
学
生
以
下
各
６
，０
０
０
円
引
）

〈
申
込
〉
４
月
30
日
　
ま
で
に
ア
ル

テ
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
美
唄
へ

問
合
せ
　
①
～
③
⑤
ア
ル
テ
ピ
ア
ッ

ツ
ァ
美
唄
　
63
～
３
１
３
７
④
芹

沢
　
63
～
４
３
１
３（
18
時
以
降
）

ス
ポ
ー
ツ

美
唄
Ｊ
Ａ
Ｃ（
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ス
リ
ー

ト
・
ク
ラ
ブ
）
会
員
募
集

　
走
っ
た
り
、
跳
ん
だ
り
、
投
げ
た

り
、
陸
上
競
技
に
興
味
の
あ
る
小
・

中
学
生
の
皆
さ
ん
の
入
会
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

年
会
費
　
１
人
３
，
０
０
０
円

申
込
・
問
合
せ
　
４
月
１
日
　
～
９

日
　
ま
で
に
美
唄
市
陸
上
競
技
協

会
・
三
浦
　
62
～
２
８
２
１
ま
た

は
米
澤
　
64
～
４
０
４
３
へ

初
心
者
弓
道
教
室

と
　
き
　
４
月
21
日
～
５
月
30
日
　

（
毎
週
月
・
木
曜
日
、
全
10
回
）

　
午
前
の
部
…
10
時
～
11
時

　
午
後
の
部
…
19
時
～
20
時
　

と
こ
ろ
　
市
営
弓
道
場

対
　
象
　
小
学
生
以
上

受
講
料
　
１
，
０
０
０
円

申
込
・
問
合
せ
　
４
月
20
日
　
ま
で

に
美
唄
弓
道
連
盟
事
務
局
・
中
村

　
62
～
７
２
９
０
へ

講
習

防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
講
習

と
　
き
　
６
月
７
日
　
～
10
日
　

と
こ
ろ
　
札
幌
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
①
消
防
設
備
士
で
消
防
用

設
備
な
ど
の
工
事
・
整
備
ま
た
は

点
検
に
つ
い
て
３
年
以
上
の
実
務

経
験
が
あ
る
方
　
②
消
防
設
備
点

検
資
格
者
で
消
防
用
設
備
な
ど
の

点
検
に
つ
い
て
３
年
以
上
の
実
務

経
験
が
あ
る
方
　
③
防
火
管
理
者

で
３
年
以
上
の
実
務
経
験
が
あ
る
方

※
ほ
か
に
も
受
講
対
象
が
細
か
く
あ

り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
　
込
　
消
防
本
部
に
あ
る
申
請
書

に
よ
り
４
月
18
日
　
～
５
月
13
日

　
ま
で
に
　
札
幌
市
防
災
協
会
へ

問
合
せ
　
消
防
本
部
指
導
係
　
66
～

２
２
２
５

第
４
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士

養
成
課
程
講
習
会（
国
家
試
験
免
除
）

と
　
き
　
４
月
23
日
　
・
24
日
　

と
こ
ろ
　
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

定
　
員
　
50
人
（
先
着
順
）

受
講
料
　
２
万
２
，
７
５
０
円

申
込
・
問
合
せ
　
４
月
16
日
　
ま
で

に
美
唄
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
・

和
田
　
０
９
０
～
３
７
７
０
～
１

０
０
１
ま
た
は
中
野
　
０
９
０
～

９
０
８
４
～
０
１
０
３
へ

美
唄
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
・

リ
ニ
ヤ
ロ
ー
ド
Ｓ
Ｑ
主
催
初
心
者
講
習
会

と
　
き
　
５
月
12
日
～
７
月
14
日
　

（
毎
週
木
曜
日
）13
時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ
　
公
民
館
（
変
更
の
場
合
あ
り
）

講
　
師
　
藤
田
太
刀
郎
氏
（
日
本
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
公
認
指
導
者
）

受
講
料
　
２
，０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

申
込
・
問
合
せ
　
４
月
28
日
　
ま
で

に
新
関
　
64
～
４
１
４
１
ま
た
は

川
岸
　
68
～
８
８
８
９
へ

子
ど
も
囲
碁
教
室
生
徒
募
集

と
　
き
　
４
月
16
日
～
平
成
24
年
３

月
17
日
（
毎
週
土
曜
日
）
９
時
30

分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
児
童
館

講
　
師
　
囲
碁
の
有
段
者

対
　
象
　
小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生

申
込
・
問
合
せ
　
４
月
13
日
�
ま
で

に
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

�
62
～
３
１
３
２
へ

資
格

平
成
23
年
度
前
期
技
能
検
定
受
検
者
募
集

受
付
期
間
　
４
月
11
日
�
～
20
日
�

受
検
資
格
　
▼
１
級
…
７
年
以
上
の

実
務
経
験
が
あ
る
方
　
▼
単
一
等

級
…
３
年
以
上
の
実
務
経
験
が
あ

る
方
　
▼
２
級
…
２
年
以
上
の
実

務
経
験
が
あ
る
方
　
▼
３
級
…
半

年
以
上
の
実
務
経
験
が
あ
る
方
、

ま
た
は
該
当
す
る
科
目
で
職
業
訓

練
・
各
種
学
校
の
在
校
生
を
含
む

実
施
職
種
　
造
園
・
鉄
工
・
と
び
　
な
ど

申
込
・
問
合
せ
　
空
知
地
方
技
能
訓

練
協
会
（
中
空
知
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
内
）�
０
１
２
５
～
24
～

１
８
８
０
へ

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
第
１
回
消
防
設
備
士
試
験

〈
試
験
の
種
類
と
試
験
地
〉

　
甲
種
・
乙
種
全
類
～
札
幌
市
ほ
か

②
第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

〈
試
験
の
種
類
と
試
験
地
〉

　
▼
甲
種
・
乙
種
全
類
、
丙
種
～
札
幌

市
　
ほ
か
　
▼
乙
種
全
類
、丙
種
～

岩
見
沢
市
　
ほ
か

試
験
日
　
①
②
と
も
６
月
５
日
�

申
　
込
　
①
②
と
も
消
防
本
部
に
あ

る
申
請
書
に
よ
り
４
月
18
日
�
～

27
日
�
ま
で
に
�
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
北
海
道
支
部
へ

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

http://

www.shoubo-shiken.or.jp/

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
受
付
期
間
は
４
月
15

日
�
～
24
日
�
で
す
。

問
合
せ
　
消
防
本
部
予
防
係
�
66
～

２
２
２
３

　
　催

し

札
幌
美
唄
会
総
会

と
　
き
　
４
月
16
日
�
　
15
時
～
17

時
30
分

と
こ
ろ
　
札
幌
ク
ラ
ブ
ハ
イ
ツ

（
札
幌
市
中
央
区
南
５
条
西
３
丁
目
）

会
　
費
　
６
，
０
０
０
円

申
込
・
問
合
せ
　
４
月
５
日
�
ま
で

に
経
済
交
流
推
進
課
経
済
交
流
推

進
係
�
63
～
０
１
１
２
へ

第
14
回
三
師
会
講
演
会

と
　
き
　
４
月
16
日
�
　14
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
市
民
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

演
　
題
　
中
高
年
か
ら
の
排
尿
異
常
～

漏
れ
る
、
近
い
、
出
づ
ら
い
、
が

ま
ん
で
き
な
い
～

講
　
師
　
森
田
肇
氏（
広
田
病
院
副
院
長
）

問
合
せ
　
美
唄
市
医
師
会
�
62
～
３

４
５
１

し
ょ
う

せ
つ
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内容

とき

どんぐりっこ
クラブ一緒に遊ぼう会 おひさまクラブ

対象

定員

申込

問合せ

三井美唄
保育所

西保育所 東保育所

わくわくひろば

中央保育所

　６４～２６１７　６２～１０４２ 　６２～４４５９

毎週金曜日
（1・29日を除く）

10時15分～
　11時15分

４月の保育所開放事業４月の保育所開放事業

どなたでも
どなたでも

10時～
　11時20分

22日　

室内あそび

生後３カ月か
らどなたでも

　６３～４６４８

10時～
　11時20分

27日　

室内あそび

（15組程度）
（15組程度）

10時～
　11時15分

26日　

ふれあい
あそび

子育て中の方だ
けでなく、地域
の方も気軽にお
越しください

室内あそび

は み ん ぐ ４月の子育ての広場 利用時間
9：30～16：30

※今月は「日曜開館日」はありません。

幼児向けおはなしの会

すてっぷ（２・３歳児優先の日）

毎週火曜日　13:00～16:30

じゃんぷ（４歳児以上優先の日） 毎週金曜日（29日を除く）
　　　　　　13:00～16:30

ほっぷ（０・１歳児優先の日）

毎週木曜日　13:00～16:30

行　事　名 と　　　き

お誕生会（お祝いを希望する親子は26日　までに申込ください）

おおきくなったかな（身長・体重測定）

布こいのぼり作り（保護者対象・布を持参ください）

ところ　子育て支援センター「はみんぐ」　対　象　就学前の幼児と保護者

問合せ　子育ての広場　６２～２１３１　療育広場直通　６２～３３３５

　　　　子育て支援センター代表　６２～３１４７　　６２～１０８８

　　　　　kosodate@mail.city.bibai.hokkaido.jp

育児の相談は　６２～２１３１または上記メールへお気軽にどうぞ

うぇるかむでい(初めての方優先の日)

14日　～22日　

５日　

9:30～16：30

14日　

15日　

10:30～11:00

9:30～16：30

20日　 10:30～11：30

28日　

初めましてのお話会（事前申し込みが必要です）

11:30・15：00

こいのぼり製作 28日　 9:30～16：30

9:30～16:30

ごみの出し方やごみ処理券の使用方法について　環境課作成のごみ分別辞典を参考にしマナーを守りましょう

　芸
術

ア
ル
テ
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
美
唄
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
松
雪
展

〈
と
き
〉
４
月
２
日
�
～
８
日
�

※
初
日
は
13
時
～
、最
終
日
は
正
午
ま
で
。

〈
と
こ
ろ
〉
ギ
ャ
ラ
リ
ー

〈
内
容
〉
松
雪
さ
ん
に
よ
る
軸
、
パ

ネ
ル
な
ど
の
工
芸
展

②
池
田
聡
ぶ
ら
り
ツ
ア
ー

〈
と
き
〉
４
月
13
日
�
　
19
時
～

〈
と
こ
ろ
〉
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
　
　

〈
内
容
〉「
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
・
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
」
な
ど
の
代
表
曲
で
知
ら
れ

る
池
田
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

〈
料
金
〉
２
，
５
０
０
円
（
当
日
５

０
０
円
増
）

③
な
か
ず
み
ひ
と
し
写
真
展

「
花
ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
」「
風
の
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
」

〈
と
き
〉
４
月
23
日
�
～
５
月
８
日
�

〈
と
こ
ろ
〉
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
　

〈
内
容
〉
江
別
在
住
の
な
か
ず
み
さ
ん

の
写
真
展
を
展
示
室
Ａ
・
Ｂ
で
開
催

④
吉
本
有
里
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

「
あ
な
た
は
、あ
な
た
で
あ
れ
ば
い
い
」

〈
と
き
〉
４
月
29
日
�
　
18
時
～

〈
と
こ
ろ
〉
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

〈
内
容
〉
波
乱
万
丈
の
人
生
か
ら
紡

が
れ
た
歌

〈
料
金
〉
一
般
２
，
０
０
０
円
、
高

校
生
・
65
歳
以
上
・
障
が
い
の
あ
る

方
５
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

⑤
こ
こ
ろ
を
彫
る
授
業
～
白
大
理
石
な
ど

に
自
身
の
こ
こ
ろ
を
彫
る
こ
と
に
挑
む
～

〈
と
き
〉
５
月
７
日
�
・
８
日
�
　

10
時
～
16
時

〈
と
こ
ろ
〉
ス
ト
ゥ
デ
ィ
オ
ア
ル
テ

〈
対
象
〉
小
学
５
年
生
以
上

〈
定
員
〉
35
人

〈
参
加
料
〉
白
大
理
石
１
万
５
，
０

０
０
円
、軽
石
１
万
２
，０
０
０
円

（
中
学
生
以
下
各
６
，０
０
０
円
引
）

〈
申
込
〉
４
月
30
日
�
ま
で
に
ア
ル

テ
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
美
唄
へ

問
合
せ
　
①
～
③
⑤
ア
ル
テ
ピ
ア
ッ

ツ
ァ
美
唄
�
63
～
３
１
３
７
④
芹

沢
�
63
～
４
３
１
３（
18
時
以
降
）

ス
ポ
ー
ツ

美
唄
Ｊ
Ａ
Ｃ（
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ス
リ
ー

ト
・
ク
ラ
ブ
）
会
員
募
集

　
走
っ
た
り
、
跳
ん
だ
り
、
投
げ
た

り
、
陸
上
競
技
に
興
味
の
あ
る
小
・

中
学
生
の
皆
さ
ん
の
入
会
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

年
会
費
　
１
人
３
，
０
０
０
円

申
込
・
問
合
せ
　
４
月
１
日
�
～
９

日
�
ま
で
に
美
唄
市
陸
上
競
技
協

会
・
三
浦
�
62
～
２
８
２
１
ま
た

は
米
澤
�
64
～
４
０
４
３
へ

初
心
者
弓
道
教
室

と
　
き
　
４
月
21
日
～
５
月
30
日
　

（
毎
週
月
・
木
曜
日
、
全
10
回
）

　
午
前
の
部
…
10
時
～
11
時

　
午
後
の
部
…
19
時
～
20
時
　

と
こ
ろ
　
市
営
弓
道
場

対
　
象
　
小
学
生
以
上

受
講
料
　
１
，
０
０
０
円

申
込
・
問
合
せ
　
４
月
20
日
�
ま
で

に
美
唄
弓
道
連
盟
事
務
局
・
中
村

�
62
～
７
２
９
０
へ

講
習

防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
講
習

と
　
き
　
６
月
７
日
�
～
10
日
�

と
こ
ろ
　
札
幌
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
①
消
防
設
備
士
で
消
防
用

設
備
な
ど
の
工
事
・
整
備
ま
た
は

点
検
に
つ
い
て
３
年
以
上
の
実
務

経
験
が
あ
る
方
　
②
消
防
設
備
点

検
資
格
者
で
消
防
用
設
備
な
ど
の

点
検
に
つ
い
て
３
年
以
上
の
実
務

経
験
が
あ
る
方
　
③
防
火
管
理
者

で
３
年
以
上
の
実
務
経
験
が
あ
る
方

※
ほ
か
に
も
受
講
対
象
が
細
か
く
あ

り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
　
込
　
消
防
本
部
に
あ
る
申
請
書

に
よ
り
４
月
18
日
�
～
５
月
13
日

�
ま
で
に
�
札
幌
市
防
災
協
会
へ

問
合
せ
　
消
防
本
部
指
導
係
�
66
～

２
２
２
５

第
４
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士

養
成
課
程
講
習
会
（
国
家
試
験
免
除
）

と
　
き
　
４
月
23
日
�
・
24
日
�

と
こ
ろ
　
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

定
　
員
　
50
人
（
先
着
順
）

受
講
料
　
２
万
２
，
７
５
０
円

申
込
・
問
合
せ
　
４
月
16
日
�
ま
で

に
美
唄
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
・

和
田
�
０
９
０
～
３
７
７
０
～
１

０
０
１
ま
た
は
中
野
�
０
９
０
～

９
０
８
４
～
０
１
０
３
へ

美
唄
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
・

リ
ニ
ヤ
ロ
ー
ド
Ｓ
Ｑ
主
催
初
心
者
講
習
会

と
　
き
　
５
月
12
日
～
７
月
14
日
　

（
毎
週
木
曜
日
）13
時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ
　
公
民
館
（
変
更
の
場
合
あ
り
）

講
　
師
　
藤
田
太
刀
郎
氏
（
日
本
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
公
認
指
導
者
）

受
講
料
　
２
，０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

申
込
・
問
合
せ
　
４
月
28
日
�
ま
で

に
新
関
�
64
～
４
１
４
１
ま
た
は

川
岸
�
68
～
８
８
８
９
へ

子
ど
も
囲
碁
教
室
生
徒
募
集

と
　
き
　
４
月
16
日
～
平
成
24
年
３

月
17
日
（
毎
週
土
曜
日
）
９
時
30

分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
児
童
館

講
　
師
　
囲
碁
の
有
段
者

対
　
象
　
小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生

申
込
・
問
合
せ
　
４
月
13
日
　
ま
で

に
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　
62
～
３
１
３
２
へ

資
格

平
成
23
年
度
前
期
技
能
検
定
受
検
者
募
集

受
付
期
間
　
４
月
11
日
　
～
20
日
　

受
検
資
格
　
▼
１
級
…
７
年
以
上
の

実
務
経
験
が
あ
る
方
　
▼
単
一
等

級
…
３
年
以
上
の
実
務
経
験
が
あ

る
方
　
▼
２
級
…
２
年
以
上
の
実

務
経
験
が
あ
る
方
　
▼
３
級
…
半

年
以
上
の
実
務
経
験
が
あ
る
方
、

ま
た
は
該
当
す
る
科
目
で
職
業
訓

練
・
各
種
学
校
の
在
校
生
を
含
む

実
施
職
種
　
造
園
・
鉄
工
・
と
び
　
な
ど

申
込
・
問
合
せ
　
空
知
地
方
技
能
訓

練
協
会
（
中
空
知
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
内
）　
０
１
２
５
～
24
～

１
８
８
０
へ

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
第
１
回
消
防
設
備
士
試
験

〈
試
験
の
種
類
と
試
験
地
〉

　
甲
種
・
乙
種
全
類
～
札
幌
市
ほ
か

②
第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

〈
試
験
の
種
類
と
試
験
地
〉

　
▼
甲
種
・
乙
種
全
類
、
丙
種
～
札
幌

市
　
ほ
か
　
▼
乙
種
全
類
、丙
種
～

岩
見
沢
市
　
ほ
か

試
験
日
　
①
②
と
も
６
月
５
日
　

申
　
込
　
①
②
と
も
消
防
本
部
に
あ

る
申
請
書
に
よ
り
４
月
18
日
　
～

27
日
　
ま
で
に
　
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
北
海
道
支
部
へ

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

http://

www.shoubo-shiken.or.jp/

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
受
付
期
間
は
４
月
15

日
　
～
24
日
　
で
す
。

問
合
せ
　
消
防
本
部
予
防
係
　
66
～

２
２
２
３

　
　催

し

札
幌
美
唄
会
総
会

と
　
き
　
４
月
16
日
　
　
15
時
～
17

時
30
分

と
こ
ろ
　
札
幌
ク
ラ
ブ
ハ
イ
ツ

（
札
幌
市
中
央
区
南
５
条
西
３
丁
目
）

会
　
費
　
６
，
０
０
０
円

申
込
・
問
合
せ
　
４
月
５
日
　
ま
で

に
経
済
交
流
推
進
課
経
済
交
流
推

進
係
　
63
～
０
１
１
２
へ

第
14
回
三
師
会
講
演
会

と
　
き
　
４
月
16
日
　
　14
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
市
民
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

演
　
題
　
中
高
年
か
ら
の
排
尿
異
常
～

漏
れ
る
、
近
い
、
出
づ
ら
い
、
が

ま
ん
で
き
な
い
～

講
　
師
　
森
田
肇
氏（
広
田
病
院
副
院
長
）

問
合
せ
　
美
唄
市
医
師
会
　
62
～
３

４
５
１

事前申込が必要です事前申込が必要です
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宮
島
沼
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

①
た
っ
ぷ
り
雁
観
会

　
夕
方
と
早
朝
の
マ
ガ
ン
の
ね
ぐ
ら

入
り
・
ね
ぐ
ら
立
ち
観
察
会
で
す
。

夜
は
マ
ガ
ン
講
習
会
も
実
施
し
ま
す
。

〈
と
き
〉
４
月
16
日
　
　
17
時
～
　

翌
日
　
６
時

〈
と
こ
ろ
〉
宮
島
沼
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー

〈
定
員
〉
20
人
（
先
着
順
、
小
学
２

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

〈
参
加
費
〉
１
，２
０
０
円（
食
事
代
込
）

〈
持
参
す
る
も
の
〉
防
寒
着
、
寝
袋
、

あ
れ
ば
双
眼
鏡
と
カ
ウ
ン
タ
（
貸

出
あ
り
）

②
第
25
回
み
ん
な
で
マ
ガ
ン
を
数
え
る
会

　
夕
方
、
周
辺
の
田
ん
ぼ
か
ら
一
斉

に
宮
島
沼
に
戻
っ
て
く
る
数
万
羽
の

マ
ガ
ン
を
数
え
ま
す
。
簡
単
な
講
習

も
行
い
ま
す
の
で
、
未
経
験
の
方
も

歓
迎
し
ま
す
。

〈
と
き
〉
４
月
23
日
　
　16
時
～
19
時

〈
と
こ
ろ
〉
宮
島
沼
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー

〈
持
参
す
る
も
の
〉
防
寒
着
、
あ
れ

ば
双
眼
鏡
と
カ
ウ
ン
タ（
貸
出
あ
り
）

申
　
込
　
①
４
月
９
日
　
②
４
月
22

日
　
ま
で
に
宮
島
沼
の
会
事
務
局

（
宮
島
沼
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー
）
へ

③
お
気
軽
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に

野
鳥
を
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

〈
と
き
〉
毎
週
土
曜
日
　
９
時
～
９

時
30
分
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

中
は
毎
日
実
施
）

〈
と
こ
ろ
〉
宮
島
沼
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
　
宮
島
沼
水
鳥
・
湿
地
セ
ン

タ
ー
　
66
～
５
０
６
６

市
役
所
か
ら

４
月
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
お
よ

び
交
付
を
市
役
所
で
行
い
ま
す

受
付
窓
口
　
市
役
所
１
階
②
窓
口
　

注
意
事
項
　
▼
規
格
外
の
写
真
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
自
動
証
明

写
真
な
ど
で
撮
影
さ
れ
る
場
合
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
　
▼
な
り

す
ま
し
申
請
を
防
ぐ
た
め
、
本
人

確
認
を
厳
格
に
行
い
ま
す
　
▼
パ

ス
ポ
ー
ト
の
受
け
取
り
は
年
齢
に

限
ら
ず
必
ず
本
人
が
お
越
し
く
だ

さ
い
。
代
理
人
に
対
し
て
や
郵
送

に
よ
る
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
　
　

▼
申
請
時
は
内
容
確
認
に
時
間
を

要
し
ま
す
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
　
▼
申
請
か
ら
交

付
ま
で
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す

※
写
真
の
規
格
や
本
人
確
認
書
類
な

ど
、
詳
し
く
は
市
役
所
１
階
②
窓
口

に
配
置
し
て
い
る
「
旅
券
申
請
の
ご

あ
ん
な
い
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
市
民
課
市
民
係
　
62
～
３

１
４
３

自
転
車
駐
車
場
利
用
開
始
の
お
知
ら
せ

利
用
期
間
　
４
月
１
日
　
～
11
月
30

日
　
（
積
雪
状
況
に
よ
り
閉
鎖
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

注
意
事
項
　
▼
自
転
車
駐
車
場
内
の

規
則
を
守
り
、
施
設
を
壊
し
た
り
、

ほ
か
の
利
用
者
の
迷
惑
と
な
る
行

為
は
や
め
ま
し
ょ
う
　
▼
場
内
で

発
生
し
た
自
転
車
の
損
害
な
ど
に

つ
い
て
は
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん

▼
長
期
間
駐
車
し
て
い
る
場
合
は

条
例
に
基
づ
き
処
分
し
ま
す
　
　

▼
自
転
車
駐
車
場
以
外
に
は
駐
車

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
都
市
整
備
課
道
路
・
公
園

管
理
グ
ル
ー
プ
　
63
～
０
１
３
８

４
月
か
ら
市
全
域
で
毎
月
水
道
検
針

を
行
い
ま
す

　
つ
ぎ
の
地
区
は
、
こ
れ
ま
で
奇
数

月
に
水
道
検
針
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
４
月
か
ら
毎
月
検
針
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

南
美
唄
、
進
徳
地
区
の
一
部
、
東
明
、

茶
志
内
、
日
東
、
落
合
、
盤
の
沢
、

光
珠
内
町
東
山

問
合
せ
　
水
道
課
業
務
グ
ル
ー
プ
　

　
68
～
８
５
７
７
ま
た
は
　
63
～

０
１
１
７

市
役
所
庁
舎
内
全
面
禁
煙
の
お
知
ら
せ

　
受
動
喫
煙
防
止
と
健
康
維
持
の
た

め
、
４
月
１
日
か
ら
市
役
所
庁
舎
内

を
全
面
禁
煙
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
庁
舎
内
の
喫
煙
室
は
利
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
総
務
課
総
務
係
　
62
～
３

１
３
１

個
別
排
水
処
理
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
公
共
下
水
道
事
業
計
画

区
域
以
外
に
住
ん
で
い
る
方
（
落
合

町
、
南
美
唄
町
の
一
部
を
追
加
）
を

対
象
に
、
平
成
13
年
度
か
ら
個
別
排

水
処
理
施
設
（
合
併
処
理
浄
化
槽
）

整
備
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
水
洗
ト
イ

レ
か
ら
の
汚
水
と
風
呂
・
台
所
・
洗
濯

機
な
ど
で
使
用
さ
れ
た
生
活
雑
排
水

を
併
せ
て
処
理
す
る
施
設
で
す
。

　
今
年
度
に
設
置
を
ご
希
望
の
方
は

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

概
　
要
　
▼
個
人
住
宅
が
対
象
で
す

▼
浄
化
槽
の
設
置
用
地
は
市
に
無

償
で
貸
し
て
い
た
だ
き
ま
す
　
　

▼
ブ
ロ
ワ
ー
（
送
風
機
）
の
電
気

料
は
個
人
負
担
で
す
　
▼
分
担
金

お
よ
び
浄
化
槽
使
用
料
を
負
担
し

て
い
た
だ
き
ま
す
　
▼
住
宅
か
ら

合
併
浄
化
槽
ま
で
の
流
入
管
と
合

併
浄
化
槽
か
ら
の
放
流
管
（
排
水

設
備
）
は
個
人
負
担
で
設
置
し
て

い
た
だ
き
ま
す
　

分
担
金
（
平
成
22
年
度
実
績
）

  

▼
５
人
槽
…
12
万
１
，
８
０
０
円

　
▼
７
人
槽
…
14
万
３
，
８
０
０
円

　
▼
10
人
槽
…
18
万
６
，
９
０
０
円

※
今
年
度
の
分
担
金
額
に
つ
い
て
は
、

労
務
・
資
材
単
価
の
改
訂
後
、
広
報
メ

ロ
デ
ィ
ー
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
４
月
１
日
　
～
22
日
　

（
新
築
優
先
、30
基
に
達
し
た
場
合

は
抽
選
）

申
込
・
問
合
せ  

市
役
所
１
階
⑤
窓

口
に
備
え
付
け
の
用
紙
で
下
水
道

課
設
備
係
�
62
～
３
４
３
５
へ

犬
・
猫
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

～
法
律
や
条
例
に
違
反
し
な
い
よ
う

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
～

犬
の
飼
い
方

▼
犬
を
飼
っ
た
ら（
購
入
・
譲
受
・
出
産
）、

必
ず
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
し

ま
し
ょ
う
（
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
）
▼
運
動
・
散
歩
の
と
き
は
必

ず
リ
ー
ド
な
ど
で
つ
な
ぎ
、
フ
ン
は
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
参
し
て
持
ち

帰
り
、
処
理
し
ま
し
ょ
う

▼
放
れ
な
い
よ
う
に
首
輪
や
鎖
を
ま

め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
　
▼
鑑

札
や
注
射
済
票
は
必
ず
首
輪
に
付
け

て
飼
い
ま
し
ょ
う
（
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
）
▼
放
し
飼
い
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
　
▼
犬
が
死
亡
・

不
明
に
な
っ
た
場
合
や
犬
を
連
れ
て

引
っ
越
し
て
来
た
場
合
、
市
内
の
人

に
犬
を
譲
っ
た
場
合
は
環
境
課
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
（
法
律
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、お
済
み
で
な

い
方
は
早
急
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
）

猫
の
飼
い
方

▼
病
気
の
感
染
や
交
通
事
故
を
防
ぐ

た
め
に
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
　
　

▼
野
良
猫
に
餌
を
与
え
る
と
飼
い
主

と
み
な
さ
れ
ま
す
。
飼
う
つ
も
り
が

な
け
れ
ば
絶
対
に
餌
を
与
え
な
い
で

く
だ
さ
い（
野
良
猫
が
増
え
、フ
ン
な

ど
で
隣
近
所
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
）

▼
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
不
妊
手

術
を
し
ま
し
ょ
う
　
▼
最
後
ま
で
責

任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う（
遺
棄
す

る
と
動
物
愛
護
法
違
反
に
な
り
ま
す
）

問
合
せ
　
環
境
課
環
境
係
�
62
～
３

１
４
５
ま
た
は
岩
見
沢
保
健
所
�

20
～
０
１
２
５

市
が
行
う
北
海
道
か
ら
の
権
限
移
譲

事
務
に
つ
い
て

　
手
続
き
の
利
便
性
向
上
や
迅
速
化

に
つ
な
が
る
北
海
道
か
ら
市
へ
の
権

限
移
譲
事
務
に
つ
い
て
、
４
月
か
ら

つ
ぎ
の
事
項
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

移
譲
対
象
事
務
　
浄
化
槽
の
届
出
内

容
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
旨

の
通
知（
浄
化
槽
法
第
５
条
第
４
項
）

事
務
内
容
　
浄
化
槽
の
設
置
ま
た
は

変
更
の
届
出
内
容
が
相
当
で
あ
る
と

認
め
る
内
容
の
通
知
を
市
が
行
い
、

工
事
着
手
制
限
期
間
を
短
縮
し
ま
す

問
合
せ
　
環
境
課
環
境
係
�
62
～
３

１
４
５

美
唄
市
交
通
安
全
３
ゼ
ロ
運
動
推
進

協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
交
通
遺
児
に
就
学
奨
励
金
を
支
給

し
ま
す

〈
受
給
資
格
〉
交
通
事
故
当
時
、
美

唄
市
に
住
所
が
あ
り
、
現
在
も
居

住
し
て
い
る
保
護
者
で
、
交
通
遺

児
を
扶
養
し
て
い
る
方

〈
奨
励
金
〉
小
・
中
学
校
入
学
各
２

万
円
、
中
学
校
卒
業
４
万
円

②
交
通
遺
児
に
育
英
資
金
を
貸
し
付

け
ま
す

〈
受
給
資
格
〉
交
通
事
故
当
時
、
美

唄
市
に
住
所
が
あ
り
、
現
在
も
居

住
し
て
い
る
扶
養
者
の
交
通
遺
児

で
、
高
校
ま
た
は
高
等
専
門
学
校

に
在
学
中
の
方

〈
貸
付
金
〉
月
額
１
万
円

問
合
せ
　
美
唄
市
交
通
安
全
３
ゼ
ロ

運
動
推
進
協
議
会
（
市
民
課
生
活

交
通
係
内
）
�
62
～
３
１
４
２

そ
の
ほ
か

キ
ヨ
ス
ク
の
委
託
販
売
員
を
募
集
し

て
い
ま
す

　
北
海
道
キ
ヨ
ス
ク
株
式
会
社
で
は
、

Ｊ
Ｒ
美
唄
駅
構
内
キ
ヨ
ス
ク
美
唄
店

の
委
託
販
売
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
後
日

面
接
を
実
施
し
ま
す
）
。ま
た
、
勤
務

時
間
や
報
酬
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
北
海
道
キ
ヨ
ス
ク
㈱
業
務

グ
ル
ー
プ
�
０
１
１
～
２
９
０
～

７
１
５
５

４
月
か
ら
北
海
道
中
央
バ
ス
滝
川
美

唄
線
の
ダ
イ
ヤ
が
改
正
さ
れ
ま
す

　
運
行
時
刻
や
便
数
が
変
更
さ
れ
ま

す
の
で
利
用
さ
れ
る
前
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
　
北
海
道
中
央
バ
ス
空
知
事

業
部
�
０
１
２
５
～
22
～
２
１
０
４

全
国
健
康
保
険
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）
北
海
道
支
部
の
健
康
保
険
料
率

が
、
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）か
ら
９
・

６
％（
現
行
９
・
42
％
）に
変
わ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
協
会
け
ん
ぽ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://www.kyoukaikenpo.

or.jp/

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
全
国
健
康
保
険
協
会
北
海

道
支
部
�
０
１
１
～
７
２
６
～
０

３
５
２

無
償
で
く
だ
さ
い

　
▼
金
属
製
せ
い
ろ（
蒸
し
器
）
（
２

段
、
丸
型
ま
た
は
角
型
）
▼
自
転

車
（
女
性
用
）

問
合
せ
　
市
民
課
生
活
交
通
係
�
62
～

３
１
４
２
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対象住宅　①昭和56年５月31日以前に着工した住宅

②２階建て以下、延べ床面積５００　（約１５０

坪）以下　③木造の在来工法（軸組工法、伝統的

工法）で建築　④申請者が当該住宅を所有または

居住

診断方法　　日本建築防災協会の「木造住宅の耐震

診断と補強方法」の一般診断法に基づき、診断ソ

フトにより実施します。診断は、申込者から提出

された図面および老朽度についての自己申告に基

づいて行い、現地調査は行いません

申込方法　　建築住宅課に備え付けの申込書で申し

込みください　　住宅の図面（仕上げ表、寸法の

記入のある各階平面図で筋かいなどの位置および

仕様の分かるもの、立面図）のコピーを添付して

ください

申込・問合せ　建築住宅課建築グループ

　　　　　　　　６３～０１３９へ

宮
島
沼
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

①
た
っ
ぷ
り
雁
観
会

　
夕
方
と
早
朝
の
マ
ガ
ン
の
ね
ぐ
ら

入
り
・
ね
ぐ
ら
立
ち
観
察
会
で
す
。

夜
は
マ
ガ
ン
講
習
会
も
実
施
し
ま
す
。

〈
と
き
〉
４
月
16
日
�
　
17
時
～
　

翌
日
　
６
時

〈
と
こ
ろ
〉
宮
島
沼
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー

〈
定
員
〉
20
人
（
先
着
順
、
小
学
２

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

〈
参
加
費
〉
１
，２
０
０
円（
食
事
代
込
）

〈
持
参
す
る
も
の
〉
防
寒
着
、
寝
袋
、

あ
れ
ば
双
眼
鏡
と
カ
ウ
ン
タ
（
貸

出
あ
り
）

②
第
25
回
み
ん
な
で
マ
ガ
ン
を
数
え
る
会

　
夕
方
、
周
辺
の
田
ん
ぼ
か
ら
一
斉

に
宮
島
沼
に
戻
っ
て
く
る
数
万
羽
の

マ
ガ
ン
を
数
え
ま
す
。
簡
単
な
講
習

も
行
い
ま
す
の
で
、
未
経
験
の
方
も

歓
迎
し
ま
す
。

〈
と
き
〉
４
月
23
日
�
　16
時
～
19
時

〈
と
こ
ろ
〉
宮
島
沼
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー

〈
持
参
す
る
も
の
〉
防
寒
着
、
あ
れ

ば
双
眼
鏡
と
カ
ウ
ン
タ（
貸
出
あ
り
）

申
　
込
　
①
４
月
９
日
�
②
４
月
22

日
�
ま
で
に
宮
島
沼
の
会
事
務
局

（
宮
島
沼
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー
）
へ

③
お
気
軽
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に

野
鳥
を
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

〈
と
き
〉
毎
週
土
曜
日
　
９
時
～
９

時
30
分
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

中
は
毎
日
実
施
）

〈
と
こ
ろ
〉
宮
島
沼
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
　
宮
島
沼
水
鳥
・
湿
地
セ
ン

タ
ー
�
66
～
５
０
６
６

市
役
所
か
ら

４
月
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
お
よ

び
交
付
を
市
役
所
で
行
い
ま
す

受
付
窓
口
　
市
役
所
１
階
②
窓
口
　

注
意
事
項
　
▼
規
格
外
の
写
真
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
自
動
証
明

写
真
な
ど
で
撮
影
さ
れ
る
場
合
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
　
▼
な
り

す
ま
し
申
請
を
防
ぐ
た
め
、
本
人

確
認
を
厳
格
に
行
い
ま
す
　
▼
パ

ス
ポ
ー
ト
の
受
け
取
り
は
年
齢
に

限
ら
ず
必
ず
本
人
が
お
越
し
く
だ

さ
い
。
代
理
人
に
対
し
て
や
郵
送

に
よ
る
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
　
　

▼
申
請
時
は
内
容
確
認
に
時
間
を

要
し
ま
す
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
　
▼
申
請
か
ら
交

付
ま
で
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す

※
写
真
の
規
格
や
本
人
確
認
書
類
な

ど
、
詳
し
く
は
市
役
所
１
階
②
窓
口

に
配
置
し
て
い
る
「
旅
券
申
請
の
ご

あ
ん
な
い
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
市
民
課
市
民
係
�
62
～
３

１
４
３

自
転
車
駐
車
場
利
用
開
始
の
お
知
ら
せ

利
用
期
間
　
４
月
１
日
�
～
11
月
30

日
�
（
積
雪
状
況
に
よ
り
閉
鎖
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

注
意
事
項
　
▼
自
転
車
駐
車
場
内
の

規
則
を
守
り
、
施
設
を
壊
し
た
り
、

ほ
か
の
利
用
者
の
迷
惑
と
な
る
行

為
は
や
め
ま
し
ょ
う
　
▼
場
内
で

発
生
し
た
自
転
車
の
損
害
な
ど
に

つ
い
て
は
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん

▼
長
期
間
駐
車
し
て
い
る
場
合
は

条
例
に
基
づ
き
処
分
し
ま
す
　
　

▼
自
転
車
駐
車
場
以
外
に
は
駐
車

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
都
市
整
備
課
道
路
・
公
園

管
理
グ
ル
ー
プ
�
63
～
０
１
３
８

４
月
か
ら
市
全
域
で
毎
月
水
道
検
針

を
行
い
ま
す

　
つ
ぎ
の
地
区
は
、
こ
れ
ま
で
奇
数

月
に
水
道
検
針
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
４
月
か
ら
毎
月
検
針
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

南
美
唄
、
進
徳
地
区
の
一
部
、
東
明
、

茶
志
内
、
日
東
、
落
合
、
盤
の
沢
、

光
珠
内
町
東
山

問
合
せ
　
水
道
課
業
務
グ
ル
ー
プ
　

�
68
～
８
５
７
７
ま
た
は
�
63
～

０
１
１
７

市
役
所
庁
舎
内
全
面
禁
煙
の
お
知
ら
せ

　
受
動
喫
煙
防
止
と
健
康
維
持
の
た

め
、
４
月
１
日
か
ら
市
役
所
庁
舎
内

を
全
面
禁
煙
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
庁
舎
内
の
喫
煙
室
は
利
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
総
務
課
総
務
係
�
62
～
３

１
３
１

個
別
排
水
処
理
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
公
共
下
水
道
事
業
計
画

区
域
以
外
に
住
ん
で
い
る
方
（
落
合

町
、
南
美
唄
町
の
一
部
を
追
加
）
を

対
象
に
、
平
成
13
年
度
か
ら
個
別
排

水
処
理
施
設
（
合
併
処
理
浄
化
槽
）

整
備
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
水
洗
ト
イ

レ
か
ら
の
汚
水
と
風
呂
・
台
所
・
洗
濯

機
な
ど
で
使
用
さ
れ
た
生
活
雑
排
水

を
併
せ
て
処
理
す
る
施
設
で
す
。

　
今
年
度
に
設
置
を
ご
希
望
の
方
は

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

概
　
要
　
▼
個
人
住
宅
が
対
象
で
す

▼
浄
化
槽
の
設
置
用
地
は
市
に
無

償
で
貸
し
て
い
た
だ
き
ま
す
　
　

▼
ブ
ロ
ワ
ー
（
送
風
機
）
の
電
気

料
は
個
人
負
担
で
す
　
▼
分
担
金

お
よ
び
浄
化
槽
使
用
料
を
負
担
し

て
い
た
だ
き
ま
す
　
▼
住
宅
か
ら

合
併
浄
化
槽
ま
で
の
流
入
管
と
合

併
浄
化
槽
か
ら
の
放
流
管
（
排
水

設
備
）
は
個
人
負
担
で
設
置
し
て

い
た
だ
き
ま
す
　

分
担
金
（
平
成
22
年
度
実
績
）

  

▼
５
人
槽
…
12
万
１
，
８
０
０
円

　
▼
７
人
槽
…
14
万
３
，
８
０
０
円

　
▼
10
人
槽
…
18
万
６
，
９
０
０
円

※
今
年
度
の
分
担
金
額
に
つ
い
て
は
、

労
務
・
資
材
単
価
の
改
訂
後
、
広
報
メ

ロ
デ
ィ
ー
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
４
月
１
日
�
～
22
日
�

（
新
築
優
先
、30
基
に
達
し
た
場
合

は
抽
選
）

申
込
・
問
合
せ  

市
役
所
１
階
⑤
窓

口
に
備
え
付
け
の
用
紙
で
下
水
道

課
設
備
係
　
62
～
３
４
３
５
へ

犬
・
猫
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

～
法
律
や
条
例
に
違
反
し
な
い
よ
う

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
～

犬
の
飼
い
方

▼
犬
を
飼
っ
た
ら（
購
入
・
譲
受
・
出
産
）、

必
ず
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
し

ま
し
ょ
う
（
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
）
▼
運
動
・
散
歩
の
と
き
は
必

ず
リ
ー
ド
な
ど
で
つ
な
ぎ
、
フ
ン
は
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
参
し
て
持
ち

帰
り
、
処
理
し
ま
し
ょ
う

▼
放
れ
な
い
よ
う
に
首
輪
や
鎖
を
ま

め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
　
▼
鑑

札
や
注
射
済
票
は
必
ず
首
輪
に
付
け

て
飼
い
ま
し
ょ
う
（
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
）
▼
放
し
飼
い
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
　
▼
犬
が
死
亡
・

不
明
に
な
っ
た
場
合
や
犬
を
連
れ
て

引
っ
越
し
て
来
た
場
合
、
市
内
の
人

に
犬
を
譲
っ
た
場
合
は
環
境
課
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
（
法
律
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、お
済
み
で
な

い
方
は
早
急
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
）

猫
の
飼
い
方

▼
病
気
の
感
染
や
交
通
事
故
を
防
ぐ

た
め
に
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
　
　

▼
野
良
猫
に
餌
を
与
え
る
と
飼
い
主

と
み
な
さ
れ
ま
す
。
飼
う
つ
も
り
が

な
け
れ
ば
絶
対
に
餌
を
与
え
な
い
で

く
だ
さ
い（
野
良
猫
が
増
え
、フ
ン
な

ど
で
隣
近
所
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
）

▼
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
不
妊
手

術
を
し
ま
し
ょ
う
　
▼
最
後
ま
で
責

任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う（
遺
棄
す

る
と
動
物
愛
護
法
違
反
に
な
り
ま
す
）

問
合
せ
　
環
境
課
環
境
係
　
62
～
３

１
４
５
ま
た
は
岩
見
沢
保
健
所
　

20
～
０
１
２
５

市
が
行
う
北
海
道
か
ら
の
権
限
移
譲

事
務
に
つ
い
て

　
手
続
き
の
利
便
性
向
上
や
迅
速
化

に
つ
な
が
る
北
海
道
か
ら
市
へ
の
権

限
移
譲
事
務
に
つ
い
て
、
４
月
か
ら

つ
ぎ
の
事
項
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

移
譲
対
象
事
務
　
浄
化
槽
の
届
出
内

容
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
旨

の
通
知（
浄
化
槽
法
第
５
条
第
４
項
）

事
務
内
容
　
浄
化
槽
の
設
置
ま
た
は

変
更
の
届
出
内
容
が
相
当
で
あ
る
と

認
め
る
内
容
の
通
知
を
市
が
行
い
、

工
事
着
手
制
限
期
間
を
短
縮
し
ま
す

問
合
せ
　
環
境
課
環
境
係
　
62
～
３

１
４
５

美
唄
市
交
通
安
全
３
ゼ
ロ
運
動
推
進

協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
交
通
遺
児
に
就
学
奨
励
金
を
支
給

し
ま
す

〈
受
給
資
格
〉
交
通
事
故
当
時
、
美

唄
市
に
住
所
が
あ
り
、
現
在
も
居

住
し
て
い
る
保
護
者
で
、
交
通
遺

児
を
扶
養
し
て
い
る
方

〈
奨
励
金
〉
小
・
中
学
校
入
学
各
２

万
円
、
中
学
校
卒
業
４
万
円

②
交
通
遺
児
に
育
英
資
金
を
貸
し
付

け
ま
す

〈
受
給
資
格
〉
交
通
事
故
当
時
、
美

唄
市
に
住
所
が
あ
り
、
現
在
も
居

住
し
て
い
る
扶
養
者
の
交
通
遺
児

で
、
高
校
ま
た
は
高
等
専
門
学
校

に
在
学
中
の
方

〈
貸
付
金
〉
月
額
１
万
円

問
合
せ
　
美
唄
市
交
通
安
全
３
ゼ
ロ

運
動
推
進
協
議
会
（
市
民
課
生
活

交
通
係
内
）
　
62
～
３
１
４
２

そ
の
ほ
か

キ
ヨ
ス
ク
の
委
託
販
売
員
を
募
集
し

て
い
ま
す

　
北
海
道
キ
ヨ
ス
ク
株
式
会
社
で
は
、

Ｊ
Ｒ
美
唄
駅
構
内
キ
ヨ
ス
ク
美
唄
店

の
委
託
販
売
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
後
日

面
接
を
実
施
し
ま
す
）
。
ま
た
、
勤
務

時
間
や
報
酬
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
北
海
道
キ
ヨ
ス
ク
　
業
務

グ
ル
ー
プ
　
０
１
１
～
２
９
０
～

７
１
５
５

４
月
か
ら
北
海
道
中
央
バ
ス
滝
川
美

唄
線
の
ダ
イ
ヤ
が
改
正
さ
れ
ま
す

　
運
行
時
刻
や
便
数
が
変
更
さ
れ
ま

す
の
で
利
用
さ
れ
る
前
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
　
北
海
道
中
央
バ
ス
空
知
事

業
部
　
０
１
２
５
～
22
～
２
１
０
４

全
国
健
康
保
険
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）
北
海
道
支
部
の
健
康
保
険
料
率

が
、
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）か
ら
９
・

６
％（
現
行
９
・
42
％
）に
変
わ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
協
会
け
ん
ぽ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://www.kyoukaikenpo.

or.jp/

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
全
国
健
康
保
険
協
会
北
海

道
支
部
　
０
１
１
～
７
２
６
～
０

３
５
２

無
償
で
く
だ
さ
い

　
▼
金
属
製
せ
い
ろ（
蒸
し
器
）
（
２

段
、
丸
型
ま
た
は
角
型
）
▼
自
転

車
（
女
性
用
）

問
合
せ
　
市
民
課
生
活
交
通
係
　
62
～

３
１
４
２

平成23年度も引き続き

戸建木造住宅を対象に
無料耐震診断を実施します
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講　習

地域人材開発センター
申込・問合せ　　６３～４２１８へ

※上記講習を受講される方で、市内企業の経営者および従
業員（企業の事業内容と関係のある講習に限る）・市内の求
職者、市内の高校に在校し就職を希望する３年生は市から
助成金を受けることができます。

講習名 と　き 定員・受講料

10人

4，000円
（テキスト代込）

【在職者セミナー】
新入社員教育研修会
新入社員を対象としたビジ
ネスマナー

４月28日　
９時～15時30分

10人

6，000円

【職業講習】丸のこ等
取扱い作業従事者教育
丸のこ等（携帯用丸のこ盤・
携帯用丸のこ・可盤式丸のこ）
の取扱いに関する安全教育

４月23日　
８時30分～15時

コンピュータ・カレッジ

講習名 と　き 受講料 締切

申込・問合せ　　６８～８６６８へ

４月12日　
18時～19時

４月
11日　

無　料

無料セミナー

日本語入力の基本と
簡単な文章入力

特待生試験説明会
と　き　４月16日　　14時～16時
対　象　高校３年生および高校卒業生
内　容　学校説明、見学、２０１０年度特待生試験の
解答と解説、２０１１年度特待生試験の傾向と対策

参加特典　特待生試験過去問題・解答進呈、ＡＯエン
トリー、面接試験免除、ＵＳＢメモリ進呈

問合せ　保健センター　６２～１１７３

接種するワクチン　麻しん・風しん混合ワクチン　　接種可能な期間　平成24年３月31日　まで

料　金　無料　※期間を過ぎてからの接種は予防接種法の適用を受けられず料金がかかります。

持参するもの　母子健康手帳、②③は予診票も必要

実施場所・日時　①市立美唄病院（小児科外来）毎週水曜日　13時30分～14時30分

　　　　　　　　②③市立美唄病院または保健センター　※電話か窓口で申し込みください。下記参照。

対　象　生後３カ月～７歳６カ月未満のお子さん　　実施場所　保健センター

日　程

接種受付時間　①13時～13時30分　②14時～14時30分　　予約受付時間　８時45分～17時15分　※電話か窓口で保健センターに申し込みください。

料　金　無料　　持参するもの　母子健康手帳

接　種　日 10月13日　９月１日　

予約開始日

６月23日　５月12日　

10月５日　～８月24日　～６月15日　～４月27日　～

平成24年３月１日　

平成24年２月22日　～

ポリオ予防接種を受けられる方へ 予約制と
なります
予約制と
なります

問合せ　保健センター　６２～１１７３

問合せ
総務課総務係　６２～３１３１
岩見沢地域事務所　２３～５５１４

募集種目・資格 受付期間

幹部候補生（一般・技術） 平成24年４月１日現在で、
①22歳以上26歳未満の方　②大学院で正規の課程を
２年以上修め、修士の学位を受けた場合は28歳未満
の方　③20歳以上22歳未満の大卒または見込みの方

一般曹候補生
平成24年４月１日現在で、18歳以上
27歳未満の方

５月６日　
まで

北海道警察官
募　集

申込・問合せ

美唄警察署　６３～０１１０
または最寄りの交番・駐在所へ

Ａ区分（大卒または見込みの方） 18歳以上33歳未満
※このほか身体基準などありますの
で、詳しくはお問い合わせください。

区　分 年　齢

Ｂ区分（Ａ区分以外の方）

受付期間　４月１日　～13日　　第一次試験　５月８日　

自 衛 官 募 集

①第２期対象
平成17年４月２日～

平成18年４月１日生まれ

②第３期対象
中学１年生に相当する年齢

平成10年４月２日～平成11年４月１日生まれ

③第４期対象
高校３年生に相当する年齢

平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれ

※乳幼児期に１回（第１期）接種した
方も２回目の接種となります。 ※美唄市に住民票のある方が対象となります。

市立美唄病院（内科外来）
　６３～４１７１

保健センター
　６２～１１７３

予約受付　月～金曜日　13時～17時　　予約開始日　４月６日　から
ワクチン接種日　４月11日　からの月・木曜日　16時～16時30分（通年）　

予約受付　月～金曜日　８時45分～17時15分　　予約開始日　４月６日　から
ワクチン接種日　４月13日　・20日　　①17時～17時30分　②18時～18時30分
　　　　　　　　４月23日　・30日　　①10時～10時30分　②11時～11時30分

麻しん・風しん予防接種のお知らせ

嘱託職員募集恵風園・恵祥園
募集職種　①介護福祉士またはヘルパー１・２級有資格者

　　　　　②正看護師または准看護師

募集人員　若干名

採用年月日　５月１日

試験日　４月下旬（予定）

申込・問合せ　４月20日　までに恵風園・恵祥園　６３～４２

００まで履歴書を持参または郵送（当日必着…〒０７９－０

１７３峰延町公園）にて受付
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これが青春だーっ!!これが青春だーっ!!これが青春だーっ!!

美唄サッカー少年団

ガ
ン
バ
・
ビ
バ
イ

ガ
ン
バ
・
ビ
バ
イ

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
好
成
績
を
あ
げ
ら
れ
た
方
、
社
会
貢
献
な
ど

に
よ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。広
報
情
報
グ
ル
ー
プ
へ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
）

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
好
成
績
を
あ
げ
ら
れ
た
方
、
社
会
貢
献
な
ど

に
よ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。広
報
情
報
グ
ル
ー
プ
へ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
）

▼
第
４
回
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
杯
全
道
小
学
生
イ

ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
北
見
大
会

１
月
８
日
／
北
見
市

【
男
子
】<

４
年
以
下>

１
位
…
野
口
輝
太

（
東
）・
水
口

【
女
子
】<

６
年>

３
位
…
新
谷
寧
々
（
中
央
）・

塚
本
　
３
位
…
木
村
朋
花
（
東
）
・
大
川
愛

羅
（
中
央
）

▼
第
19
回
全
道
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
少
年
団
北

広
島
大
会
　
１
月
22
日
／
北
広
島
市

【
女
子
】
３
位
…
大
野
加
奈
子
（
中
央
小
）・

新
谷
寧
々
（
同
）

▼
第
35
回
会
長
杯
争
奪
オ
ー
プ
ン
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
　
２
月
13
日
／
総
合
体
育
館

【
男
子
】<

２
部
ダ
ブ
ル
ス>

１
位
…
増
沢

守（
飛
翔
会
）・
加
藤
豊
己
（
同
）

【
女
子
】<

２
部
ダ
ブ
ル
ス>

１
位
…
加
藤

貴
美
子（
飛
翔
会
）・
原
田
佐
奈
恵
（
同
）

【
混
合
】<

２
部>

１
位
…
三
浦
有
貴
（
美

唄
聖
華
）・
甫
木
聖
（
飛
翔
会
）<

３
部>

１

位
…
中
田
抄
江（
ら
び
っ
と
）・
中
田
昌
宏（
同
）

▼
第
３
回
全
道
小
学
生
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
芦
別
大
会
　
２
月
13
日
／
芦
別
市

【
男
子
】<

４
年>

１
位
…
野
口
輝
太
・
水

口
　<

５
年>

３
位
…
鈴
木
翔
也
（
峰
延
）・

桜
田

【
女
子
】<

６
年>

１
位
…
大
野
加
奈
子
・
新

谷
寧
々
　
３
位
…
渡
辺
朋
花（
東
）・
大
川
愛
羅

　美唄サッカー少年団は現在、小学１年生から６

年生までの22人の団員が、みんな仲良く力を合わ

せて活動しています。練習は週３回。鈴木監督を

はじめ、４人のコーチの指導を受け、夏には合宿、

秋には日高へ遠征試合に行くなど、サッカーを通

じていろいろな経験をしています。

　ここ数年は人数も少なく、試合に出るのがやっ

とでしたが、昨春に新しい仲間が入団したおかげ

で多くの大会に出場できたこともあり、管内の学

年別フットサル大会では２年生大会で準優勝、さ

らに３年生大会ではなんと、優勝に輝きました。

　今年は「目指せ！全道大会出場」を目標に頑張

っています。

　サッカーが好きな人、男女問わずいつでも入団

できます。ぜひ１度練習見学に来てください。

（美唄サッカー協会事務局・馬場（市役所内）

　　　　　　　　　　　　　 　６３～０１３９）

毎週火・金曜日

時　間　10時～、13時～の２回
定　員  ６人程度（先着順）

情報交流館ピパ！情報情報交流館ピパ！情報

①トールペイント講習（アメリカン・マルチロー
ディング・１日体験講習）

毎週水・木曜日②つり飾り

①加藤　090～3395～9541
②菊池　090～5950～1800

コアビバイ内　10時～17時　毎週土・日曜日定休

各講座事前申込が必

要です。なお、材料

費などがかかります
申込・
問合せ

講
　
座

●学校の部活動・クラブチーム・サークルなど出演者募集中！地域経営室広報情報グループ　６２～３１３７までご連絡ください。

卓球・ミニバレー フ　リ　ー ミニバレー・バドミントン

卓　　　球 フ　リ　ー 卓　　　球

テニポン・ミニバレー フ　リ　ー バドミントン

バドミントン・卓球 フ　リ　ー バスケット

バドミントン・卓球 フ　リ　ー 卓　　　球

バスケット 卓　　　球 バスケット・フリー

9:00～12:00 13:00～17:00 18:00～21:00

場所

時間
月
火

水

木

金

土
日

サ ブ ・ ア リ ー ナ

休　　　　　　館

場所
時間

月

火

水

木

金

土
日

フ　リ　ー フ　リ　ー 剣　　　道

フ　リ　ー フ　リ　ー 空　　　手

フ　リ　ー フ　リ　ー 柔　　　道

フ　リ　ー フ　リ　ー 柔　　　道

フ　リ　ー フ　リ　ー 空　　　手
フ　リ　ー フ　リ　ー フ　リ　ー

9:00～12:00 13:00～17:00 18:00～21:00

休　　　　　　館

格 技 室

　メイン・アリーナおよびランニングコースは、バス

ケットコートライン改修に伴い、４月18日　～５月

17日　まで使用できません。

　期間中はサブ・アリーナおよび格技室の使用をつ

ぎのとおり変更します。ご不便をお掛けしますがご

了承ください。

総合体育館からのお知らせ

変更箇所

問合せ　生涯学習課生涯学習グループ　６２～３１３２

対応時間　月～金曜日（祝日を除く）８時45分～17時15分

相談電話　　６３～４７００

メールアドレス　telsoudan@mail.city.bibai.hokkaido.jp

問合せ　青少年センター（生涯学習課内）

いじめのこと　困っていることなど　なんでも相談しよう

こどもテレホン相談では
電話やメールによる相談を行っています
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美唄市の人口 男　12,398人（内37）

女　13,799人（内47）

計　26,197人（内84）

世帯数　12,693世帯（内58）

美
唄
市
医
師
会
・
井
門
　
明

夜
間
高
血
圧
を
知
っ
て
い
ま
す
か

（２月末現在）

市立図書館 　６３～４８０２　　６３～３５５５
http://db.net-bibai.co.jp/bibai/

４月の図書館カレンダー

おはなしの会（９日）、

金ようおはなし会（22日）は

10時30分から児童室で行います。

金木水火月日 土

１　　　　 ２
８７６５４３ ９
151413121110 16
222120191817 23
292827262524 30

美唄市立図書館 検索

■美唄市役所　美唄市西３条南１丁目１番１号
　　０１２６～６２～３１３１（代表）
　　０１２６～６２～１０８８
■市役所専用郵便番号（住所不要）
〒０７２ー８６６０　美唄市役所△△課

４月からグループ制の導入などに伴い、
一部の課・係名が変更しています

■美唄市ホームページ
　http://www.city.bibai.hokkaido.jp/
■美唄市ホームページ（携帯用）
　http://www.city.bibai.hokkaido.
　　　　　　　　　　　　　　jp/mb/

明
日
の
健
康
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
市
民
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
（
コ
ア
ビ
バ
イ
内
）
と
保
健
セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
て

い
る
ほ
か
、美
唄
市
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://www1.
odn.ne.jp/bibai-ishikai/

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

図書館へ行こう図書館へ行こう図書館へ行こう図書館へ行こう

は休館日です

火・金～日曜日、祝日（祝日が月曜日の日を除く）10時～18時
水・木曜日　10時～19時（祝日に当たるときは18時）

携帯電話からの

アクセスはコチラ

http://db.net-bibai.co.jp/bibai/k/

開館時間

テーマは「花を咲かそう」です。

花づくりに関する本を展示・貸し出します。

気に入った花を育ててみませんか。

５月29日　まで２Ｆミニコーナー

施設の開館日および開館時間

アルテピアッツァ美唄　　63～3137

火曜日、祝日の翌日（日曜日は除く）

９時～21時

総合体育館　　62～6500

９時～17時

火曜日、祝日の翌日（日曜日は除く）

月曜日 ９時～16時、水～日曜日 ９時～20時45分

温水プール　　64～4522

火曜日、祝日の翌日（日曜日は除く）

火～土曜日 13時～20時、日曜日 10時～18時

体育センター　　62～5776

月曜日、祝日の翌日（日曜日は除く）

開館時間

休 館 日

開館時間

休 館 日

開館時間

休 館 日

開館時間

休 館 日

９時～17時

月曜日（祝日は除く）、祝日の翌日

宮島沼水鳥・湿地センター　　66～5066

開館時間

休 館 日

郷土史料館
４月30日まで冬期休館します。詳しくは
生涯学習課生涯学習グループ　６２～３
１３２へお問い合わせください

４月18日～５月17日までメイン・アリーナ
およびランニングコースは使用できません

身
に
余
る
形
見
思
案
の
ゴ
ミ
置
き
場
　
　
　
　
山
田
す
み
を

愛
犬
だ
っ
て
癒
し
が
ほ
し
く
て
寄
っ
て
く
る
　
藤
本
美
登
利

黄
昏
の
頬
に
菩
薩
の
笑
み
う
か
べ
　
　
　
　
　
林
　
　
勝
義

ご
批
判
を
首
を
洗
っ
て
待
つ
と
す
る
　
　
　
　
多
田
　
米
子

流
氷
に
流
さ
れ
ラ
ッ
コ
里
帰
り
　
　
　
　
　
　
土
屋
　
裕
子

石
や
が
て
流
転
の
果
て
に
丸
く
な
り
　
　
　
　
星
野
み
ど
り

美
し
い
汗
を
流
し
て
母
に
な
る
　
　
　
　
　
　
桜
井
　
キ
ヌ

市
民
文
芸

市
民
文
芸

●
川
柳

　
夜
間
高
血
圧
と
は
、

夜
間
睡
眠
中
の
血
圧
が

高
い
こ
と
（
平
均
値
で

１
２
０
／
７
０
mm
Hg
以

上
）
を
い
い
ま
す
。
血
圧
は
一
日
の
中
で
変
動
し
、

昼
間
高
く
夜
間
低
下
す
る
と
い
う
周
期
が
認
め
ら

れ
ま
す
。
通
常
の
血
圧
日
内
変
動
に
お
い
て
、
夜

間
血
圧
は
昼
間
の
か
く
せ
い

覚
醒
時
と
比
較
し
て
10
～
20
％

低
下
し
ま
す（
正
常
型
）。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
夜
間

の
血
圧
低
下
が
少
な
か
っ
た
り（
夜
間
非
降
下
型
）、

逆
に
夜
間
の
方
が
昼
間
よ
り
高
い
血
圧
を
示
す（
夜

間
上
昇
型
）
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
夜
間
非
降

下
型
や
夜
間
上
昇
型
の
人
は
、
正
常
型
の
人
と
比

較
し
て
脳
、
心
臓
、
腎
臓
な
ど
の
臓
器
障
害
を
起

こ
し
や
す
く
、
ま
た
心
筋
こ
う
そ
く

梗
塞
や
脳
卒
中
を
発
症

す
る
確
率
が
高
い
こ
と
が
多
く
の
研
究
か
ら
分
か

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
夜
間
高
血
圧
が
起
床
後
ま
で
持
続
し
て
い
る
場

合
、
家
庭
血
圧
測
定
に
よ
り
「
早
朝
高
血
圧
」
と

し
て
検
出
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
早
朝
や
就
寝
前
に

測
定
し
た
家
庭
血
圧
は
高
く
な
く
て
も
、
夜
間
睡

眠
中
の
血
圧
の
み
が
高
い
人
も
お
り
、
血
管
障
害

が
進
行
し
て
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
を
起
こ
す
危
険

性
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
夜
間
の

血
圧
は
ど
の
よ
う
に
測
定
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
近
年
、
精
度
の
優
れ
た
小
型
軽
量
の
携
帯
式
自

動
血
圧
計
が
開
発
さ
れ
、
こ
の
血
圧
計
を
使
い
24

時
間
に
わ
た
っ
て
自
由
行
動
下
で
の
血
圧
測
定
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

昼
間
や
早
朝
は
も
と
よ
り
夜
間
の
血
圧
情
報
も
簡

単
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
検
査

は
２
０
０
８
年
４
月
か
ら
健
康
保
険
の
適
用
も
認

め
ら
れ
て
お
り
、
高
血
圧
診
療
に
お
い
て
欠
か
せ

な
い
検
査
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（
執
筆
者
紹
介
／
井
門
内
科
医
院
院
長
）

４月中旬～５月上旬まで（マガン飛来時期）
開館時間　９時～18時30分　休館日　なし 12歳たちの伝説

　パニック学級といわれる６年１組の子ども
たちが、それぞれなりに成長しようとする姿
を、新担任の若い女性教師との出会いの中で
描く。｢12歳たちの伝説シリーズ｣１巻目。

美唄出身・後藤竜二さんの本を紹介します

紅玉
　戦争が終わった年の９月、収穫間近のり
んご畑が襲われた。朝鮮や中国から無理や
り連れてこられ、炭坑で働かされていた人
びとだった。目をぎらつかせ、赤いりんご
にかぶりついていた。
　北海道の広大な自然でひたむきに生きた
農民が見た戦争の姿。中国や朝鮮の人びととのふれあいを
鮮やかに描いた自伝的絵本。


